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第１章 計画について 

１）計画策定の背景と目的 

本市の公共交通は、 南北に名古屋鉄道三河線が運行さ れており 、 市内には４ つの駅を有し てい

ま す。 碧南駅よ り 西尾市方面へ運行さ れていた三河線の一部区間は 2004 年に廃止さ れ、 現在で

は鉄道代替の路線バス と し てふれんど バス が運行さ れていま す。 ま た、 本市がく る く る バス ４ 路

線を運行し ている ほか、 タ ク シー事業者２ 社が市内に営業所を設置し ており 、 こ う し た公共交通

機関が、 市民をはじ めと し た本市に関係する 人の多様な移動を支えていま す。  

く る く る バス は、 1998 年に市内の名鉄バス 路線が休止・ 廃止さ れたこ と を受け、 高齢者や障害

者等、 交通弱者の足の確保や利便を図る と と も に、 広く 市民の地域社会参加を促進する こ と を目

的と し て、 運行が開始さ れま し た。 無料で運行し ている ため、 こ の事業によ り 収益性を求める も

のではあり ま せんが、 公共交通の運行によ り 人の移動が起こ る こ と で、 ま ちに賑わいが生ま れま

す。  

ま た、 公共交通での移動は自家用車での移動と 比較し て健康的である と 同時に、 自家用車通行

台数の抑制によ る 温室効果ガス の削減にも なり ま す。 こ のよ う に、 公共交通の運行はま ちのあら

ゆる 分野へ効果を生み出すこ と が知ら れており 、 本市においては公共交通を確保・ 維持し ていく

必要性がある と 考えていま す。  

し かし 、バス やタ ク シーの運転手不足が叫ばれていたなか、 2020 度から 始ま った新型コ ロ ナウ

イ ルス 感染症の拡大によ り 、 公共交通の利用者が急激に減少し たこ と で、 地域の暮ら し を支える

公共交通の維持が難し い状況と なっていま す。  

碧南市の人口は近年横ばい傾向にあり ま すが、 将来的には減少に転ずる こ と が予測さ れる と と

も に、65 歳以上の高齢化率及び高齢者数はと も に増加傾向にある ため、高齢者の移動需要に対応

し た公共交通サービ ス がよ り 一層求めら れる こ と が予測さ れま す。 ま た、 碧南市人口ビ ジョ ンで

は、 し ごと づく り ・ 子育て環境づく り ・ 地域づく り など 、 他分野や多様な主体と の連携を図る こ

と で将来的にも 人口維持を めざし ている ため、 高齢者に限定せず、 子育て世代も 利用し やすく 、

元気あふれる 本市のま ちづく り と 連携し た持続可能な公共交通体系を構築する ため、 碧南市地域

公共交通計画を策定し ま す。  

  



2 

２）計画の位置付け 

本計画は、 上位計画である 第６ 次碧南市総合計画に即すと と も に、 碧南市都市計画マス タ ープ

ラ ンなど の関連計画の内容と の連携や整合を図り つつ、2020 年度に改正さ れた地域公共交通の活

性化及び再生に関する 法律（ 地域交通法） の規定に基づき 、 本市における 持続可能な地域公共交

通のすがたや方向性を定める も のです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６次碧南市総合計画（2021⇒2030） 

碧南市都市計画マスタープラン 
2019〜2030 

碧南市地域公共交通計画 

本市関連計画 

図 1-1 碧南市地域公共交通計画の位置付け 

第２期碧南市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略【総合戦略】 
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第２章 交通に関連する社会情勢の整理 

１）法制度・計画 

（１）「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」の一部改正 

持続可能な運送サービ ス の提供の確保に資する 取組を 推進する ための地域公共交通の活性化

及び再生に関する 法律等の一部を改正する 法律（ 改正活性化再生法） が 2020 年 11 月 27 日に施

行さ れ、「 地域公共交通網形成計画」 に代わり 、 地方公共団体によ る「 地域公共交通計画」 の策定

が努力義務化さ れま し た。 地域の移動手段の確保・ 充実のため、 地域が自ら デザイ ンする 地域の

交通と する ための、 地域の多様な輸送資源を総動員する 取組みが位置付けら れていま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-1 法改正の概要と施策メニュー 

（資料：国土交通省） 
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（２）「あいち交通ビジョン」の策定 

愛知県では、2022 年に「 あいち交通ビジョ ン」 が策定さ れま し た。あいち交通ビ ジョ ンでは、

輸送資源を総動員し ながら 、 持続可能な交通ネッ ト ワ ーク を構築し 、 県民の足をし っかり と 確

保する と と も に、 先端技術も 活用し ながら 、 さ ら に利便性の高い交通サービ ス を提供し 、 交流

を活発にする こ と によ り 、 こ の危機を乗り 越え、 あら ゆる 地域において公共交通を始めと する

移動の利便性が確保さ れる 「 モビ リ ティ 先進県」 を目指し ていま す。  

 

 

 

 

 

 

２）社会の流れ・変化 

（１）カーボンニュートラル＊の実現に向けた取組み 

地球規模の課題である 気候変動問題の解決に向けて、2015 年

にパリ 協定が採択さ れ、 120 以上の国と 地域が「 2050 年カーボ

ンニュ ート ラ ル」 と いう 目標を掲げていま す。 日本では、 2020

年 10 月、政府が 2050 年ま でに温室効果ガス の排出を全体と し

てゼロ にする 、カーボンニュ ート ラ ルを目指すこ と を宣言し ま

し た。  

公共交通分野では、再エネ電源で動く 燃料電池車両など の公

共交通や電動車カーシェ ア＊、 自転車イ ンフラ 、 デジタ ル技術

を活用し た新たなモビ リ ティ など 、脱炭素型の地域交通の整備

等が地域脱炭素ロ ード マッ プに施策と し て位置づけら れてい

ま す。  

 

（２）新型コロナウイルス感染症の流行 

2020 年 1 月に新型コ ロ ナウ イ ルス の感染者が日本で初めて報告さ れ、愛知県でも 度々緊急事 

態宣言やま ん延防止等重点措置が発出さ れま

し た。宣言や重点措置によ る 行動制限や感染リ

ス ク への不安から 、「 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染

症によ る 関係業界への影響について」の調査結

果によ れば、 乗合バス（ 一般路線バス ） の輸送

人員（ 2019 年同月比） は、緊急事態宣言期間の

2020 年 4・ 5 月は前年比 50％程度も 減少し 、緊

急事態宣言解除後の 11 月以降においても 、 前

年比 20％程度の減少が継続し ていま す。  

図 2-2 燃料電池バス 

（資料：豊田市 HP） 

図 2-3 一般路線バスの輸送人員（2019 年同月比） 

（資料：国土交通白書 2021） 

＊のついた用語は 75ページに解説があります 
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（３）リニア中央新幹線の整備 

リ ニア中央新幹線は、 中部国際空港、 新東名高速道路など と と も に、 交流の基盤と なる 広域

交通ネッ ト ワ ーク を 形成し 、 愛知県の各地域において、 社会・ 経済に大き な波及的効果を与え

る と 考えら れま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）高齢者を中心とした運転免許返納者の現状 

高齢者を中心と し た運転免許の自主返納は、 高齢者人口や交通事故報道など によ り 年々増加

し てき ま し たが、 2020 年以降は減少し ていま す。 2021 年は全国で約 52 万人を超える 人が免許

の自主返納を行っており 、 愛知県では約 3 万人と なっていま す。  

 

 

  

図 2-4 リニア中央新幹線の整備効果（東京からの所要時間の変化） 

（資料：リニア中央新幹線影響等調査）
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図 2-5 運転免許自主返納件数の推移 

（資料：運転免許統計）
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（５）バス・タクシー運転手不足の深刻化 

自動車運転の職業の有効求人倍率は、 全職業平均に対し て全国では約 2 倍、 愛知県ではさ ら

に高い水準で上昇し ており 、 路線バス・ タ ク シーを含めた運転手が不足し ている と 考えら れま

す。  

 

 図 2-6 輸送・機械運転の職業の有効求人倍率の推移 

（資料：最近の雇用情勢、一般職業紹介状況(職業安定業務統計)）
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第３章 碧南市の地域特性の整理 

１）上位関連計画の整理 

（１）第６次碧南市総合計画（計画期間：2020 年度～2030 年度） 

①まちづくりの基本理念 

【市民憲章】 

 １ ． 安心し て住める 町に 

 １ ． 活気ある 町に 

 １ ． あたたかい心の町に 

 １ ． き れいな水と 青い空の町に 

 １ ． 清新な文化の町に 

 

②将来像 

「 新たな力と と も に創る  笑顔と 元気のみなと ま ち へき なん」  

 

③基本施策 

「 施策分野３  都市の発展に向けた活力を生み出すま ち」 のう ち、「 基本施策 17 商業・

観光・ 公共交通」 において、「 現状と 課題」 や「 施策の方針」 と し て以下の項目を挙げてい

ま す。  

 

【公共交通に関わる現状と課題】 

  高齢者等の足と し て運行する 「 く る く る バス 」、 鉄道廃線代替の「 ふれんどバス 」、 名鉄

三河線と いった公共交通の利便性向上につながる 取り 組みが必要です。  

  名鉄三河線の乗降客数は微増し ていま すが、 さ ら なる 利便性の向上が必要です。  

 

【施策の方針③ 公共交通機関の利便性の向上】 

  く る く る バス に対する 市民ニーズを把握し 、 車両の種類や運行形態、 名鉄線を含めた

他の公共交通と の連携など 、 さ ら なる 利便性の向上を図り ま す。  

  ふれんどバス は名鉄三河線廃線の代替交通と し て、 西尾市と 協調し て運行支援を行っ

ており 、 引き 続き 利用促進を図る と と も に支援を行いま す。  

  名古屋鉄道三河線の利用促進事業を進める と と も に、 関係団体と 連携し て利便性の向

上を図り ま す。  
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（２）碧南市都市計画マスタープラン（計画期間：2019 年度～2030 年度） 

①将来都市像 

 「 水と 緑に恵ま れ 暮ら し と 産業が調和し た 活力ある 港湾都市・ 碧南」  

 

②都市づくりの目標 

 目標① だれも が暮ら し やすい居住環境を備えた都市づく り  

 目標② 広域交流を促進する 都市づく り  

 目標③ 自然と 文化を活かし た都市づく り  

 目標④ 産業活性を促進する 都市づく り  

 目標⑤ 安心・ 安全に暮ら せる 人にやさ し い都市づく り  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③交通施設の整備方針（公共交通関連） 

  公共交通の利便性を確保し 利用促進を図る ため、 駅前広場等の駅周辺施設の整備やバ

ス 停の改善等を推進し ま す。  

  ふれんど バス 、 く る く る バス は、 他の交通と の適切な役割分担を図り ながら 、 運用方

法の検討及び停留所の充実を推進し ま す。  

  名鉄三河線は、 事業者と 連携し て複線化等の整備を推進し ま す。  

  鉄道の利用促進を図る ため、 鉄道駅周辺において駐車場、 駐輪場を確保し 、 パーク ア

ンド ラ イ ド ＊の利用を推進し ま す。  

  

図 3-1 将来都市構造図（20～30 年後） 

＊のついた用語は 75 ページに解説があります 
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（３）第２期碧南市まち・ひと・しごと創生総合戦略【総合戦略】 

（計画期間： 2020年度～2025 年度） 

①基本目標 

 基本目標１ ： し ごと づく り  

 基本目標２ ： 新し い人の流れづく り  

 基本目標３ ： 結婚・ 出産・ 子育て環境づく り  

 基本目標４ ： 元気あふれる 地域づく り  

 

②施策と主な事業 

    総合戦略では「 基本目標２ ： 新し い人の流れづく り 」 の中で、「 ②駅周辺の利便性の向上」

と し て、 駅前広場等の駅周辺の整備を進める こ と でま ちの賑わいを創出する と と も に、 公共

交通の利便性を向上さ せる など 市民や来客の利便性の向上を図る と し て、公共交通に関する

施策と 主な事業を挙げていま す。  

   【 施策】  

  観光強化、 市内公共交通の充実…公共交通機関の利便性の向上 

    

【 主な事業】  

  市内巡回バス 運営事業…く る く る バス の運営に関する 事業。  

  ふれんど バス 運行補助事業…ふれんどバス 運行に対する 経費の一部を補助する 。  

  名鉄三河線複線化促進期成同盟会…名鉄三河線複線化促進期成同盟会を運営し 、  

                名古屋鉄道株式会社に対し 要望や名鉄利用促進 

                事業を実施。  

  名鉄碧南駅西駅前広場整備事業…ロ ータ リ ーの混雑解消、 バリ アフ リ ー化を目的と  

               し た駅前広場の整備を行う 事業。  

 

③ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

    総合戦略における 公共交通に関連する Ｋ Ｐ Ｉ は以下の通り です。  

ＫＰＩ 基準値（2019 年度） 目標値（2025 年度） 

く る く る バス 利用者数（ 年間）  120, 000 人 130, 000 人 

ふれんど バス 利用者数（ 年間）  300, 000 人 320, 000 人 

名鉄三河線利用者数（ 年間）  4, 700, 000 人 5, 000, 000 人 

駅前広場整備箇所数 2 箇所 3 箇所 

 

  



10 

２）碧南市の現況整理 

（１）人口 

  本市の人口は 2005 年以降おおむね横ばいで推移 

  高齢化率（65 歳以上人口比率）は 23.8％（2020 年時点）で、今後も上昇 
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図 3-3 年齢 3 区分別人口割合の見通し 

（資料：2000 年～2020 年…国勢調査、2025 年～2045 年…碧南市人口ビジョン） 
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（２）通勤・通学流動 

  安城市をはじめとした碧海５市や西尾市との通勤流動が多い 

  通学流動のうち流出は名古屋市、流入は西尾市や高浜市が多い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（資料：国勢調査） 

図 3-4 通勤・通学流動図 

総数 就業者 通学者 総数 就業者 通学者

名古屋市 1,491 1,078 413 -807 684 679 5 名古屋市

岡崎市 780 692 88 -86 694 693 1 岡崎市

半田市 951 932 19 355 1,306 1,283 23 半田市

刈谷市 2,322 2,050 272 -921 1,401 1,291 110 刈谷市

安城市 3,816 3,606 210 -1,907 1,909 1,837 72 安城市

西尾市 3,633 3,421 212 1,148 4,781 4,535 246 西尾市

高浜市 2,550 2,401 149 258 2,808 2,524 284 高浜市

流　出 流　入
流入ー流出

表 3-1 通勤・通学流動（青字数値：流入超過量、赤字数値：流出超過量） 
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（３）公共交通網 

  公共交通利用圏域の人口カバー率は 99.8％ 

  主要施設は公共交通利用圏域内に立地 

 鉄道駅から 800m、 バス 停から 500mを利用圏域と し て算出し た公共交通利用圏域では、 本

市の人口の 99. 8％をカバーし ており 、買物や病院など主要な施設についても 圏域に内包し て

いま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 3-5 公共交通の人口カバー圏域図 

（資料：国勢調査、国土数値情報、大型小売店データ、愛知県観光レクリエーション統計、碧南市） 
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図 3-6 碧南市の公共交通路線網図 
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３）公共交通や移動サービスの現状整理 

（１）サービス水準の整理 

  ①名鉄三河線 

 

路線名 運行区間 方面 
運行本数（本／日） 碧南市内駅 

発着時間帯 
運賃 

平日 休日 

三河線 碧南―知立 
碧南方面 71 70 6～24 時台 

距離制 
知立方面 71 70 5～23 時台 

所要時間 碧南―知立：30 分～37 分（時間帯により変動） 

 

  ②ふれんどバス 

 

運行区間 方面 

運行本数（便／日） 
運行時間帯 

（平日） 
運賃 平日 休日 

往路 復路 往路 復路 

碧南高校 

｜ 

吉良高校 

吉良高校―碧南駅 4 5 4 1 

始発 5:24 

終着 22:36 

1 乗車 

200 円 

(小児半額) 

吉良吉田駅―碧南高校 6 10 4 4 

吉良高校―碧南高校 7 2 1 1 

吉良吉田駅―碧南駅 8 7 8 11 

所要時間 吉良高校―碧南高校：34～57 分（系統により変動） 

 

  ③くるくるバス 

 

運行区間 コース 
運行本数（便／日） 

運行時間帯 運賃 
平日・休日 

市役所 

｜ 

市役所 

（循環） 

オレンジコース 8 

始発 6:45 

終着 18:31 
無料 

パープルコース 4 

みどりコース 5 

あおコース 5 

所要時間 オレンジコース・パープルコース：1 時間 13 分～1 時間 16 分 

みどりコース・あおコース：2 時間 32 分～2 時間 51 分（時間帯により変動） 

 

  ④タクシー 

  本市に営業所を設置しているタクシー事業者は 2 社で、合計 24 輌で営業 

  2022 年 3 月までは 3 社の事業者が市内に営業所を設けていた 

  営業時間は 6:00～25:00 

  碧南駅、碧南中央駅、北新川駅にタクシーのりばを設置 

  

（資料：名古屋鉄道(2022 年 12 月現在)） 

表 3-2 名鉄三河線の運行概要 

（資料：名鉄バス(2022 年 12 月現在)） 

表 3-3 ふれんどバスの運行概要 

（資料：碧南市(2022 年 12 月現在)） 

表 3-4 くるくるバスの運行概要 

（資料：事業者ヒアリング (2022 年 11 月実施)） 
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  ⑤近隣市コミュニティバス（くるくるバスと接続している路線） 

  安城市の「あんくるバス」は碧南市民病院、安城榎前でくるくるバスと接続 

  西尾市の「六万石くるりんバス」は鷲塚住宅でくるくるバスと接続 

  高浜市の「いきいき号」はサンビレッジ衣浦でくるくるバスと接続 

 

 

路線名 運行区間 

運行本数（便／日） 

運行時間帯 運賃 平日・休日 

往路 復路 

３ 南部線 
碧南市民病院― 

安城更生病院 
6 6 

始発 7:05 

終着 18:09 1 乗車 

100 円 
４ 高棚線 高棚―安城更生病院 7 7 

始発 7:00 

終着 19:00 

所要時間 南部線：37 分～40 分／高棚線：19 分～41 分（系統・時間帯により変動） 

 

 

路線名 運行区間 

運行本数（便／日） 

運行時間帯 運賃 平日・休日 

往路 復路 

６ 西野町線 西尾駅―碧南鷲塚 
5 

(碧南市内では 4) 

5 

(碧南市内では 4) 

始発 7:30 

終着 17:24 

1 乗車 

200 円 

所要時間 西野町線：10～20 分（系統・時間帯により変動） 

 

 

路線名 運行区間 
運行本数（便／日） 運行時間帯 

（平日） 
運賃 

平日 土曜日 

港コース 
市役所玄関前― 

市役所玄関前（循環） 
6 3 

始発 8:23 

終着 17:37 

1 回 

100 円 

所要時間 港コース：平日 33 分、土曜日 32 分 

 

  

（資料：安城市(2022 年 12 月現在)） 

表 3-5 安城市「あんくるバス」の運行概要 

表 3-6 西尾市「六万石くるりんバス」の運行概要 

（資料：西尾市(2022 年 12 月現在)） 

表 3-7 高浜市「いきいき号」の運行概要 

（資料：高浜市(2022 年 12 月現在)） 

図 3-7 あんくるバス(南部線) 
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  ⑥移動を支援する福祉サービスや企業送迎バス等 

   【福祉有償運送】 

    2022 年 12 月現在、市内では 2 つの NPO法人によ って福祉有償運送＊が実施さ れていま す。  

 

   【外出支援事業】 

  福祉タクシー料金助成事業 

電車やバス などの交通機関を利用する こ と が困難な障害のある 人が、 通院など にタ ク

シーを利用する 場合、 基本料金を助成する 利用券を交付し ていま す。  

対象は、 身体障害者手帳 1～3 級を持つ人・ 療育手帳 A・ B判定を持つ人・ 精神障害者

保健福祉手帳 1・ 2 級を持つ人のいずれかに該当する 人で、 交付枚数は 1 か月あたり 2

枚です。  

 

  高齢者タクシー料金助成事業 

外出に支援が必要な在宅の高齢者に、 タ ク シーを利用する 場合、 1 枚につき 700 円ま

で助成する 利用券を交付し ていま す。  

対象は、 市民税非課税世帯ま たは生活保護受給世帯・ 要支援認定者ま たは要介護認定

者のいずれにも 該当する 人で、 交付枚数は 1 か月あたり 2 枚です。 ( 福祉タ ク シー券対

象者や自動車税・ 軽自動車税の減免を受けている 場合を除き ま す)  

 

  高齢者外出支援サービス事業 

一般の公共交通機関の利用が困難なひと り 暮ら し の高齢者等の送迎をする サービス を

実施し ていま す。（ 委託先は市内の NPO法人）  

事業内容は、 65 歳以上のひと り 暮ら し 、 高齢者世帯、 ま たはこ れに準じ る 人で、 下

肢・ 視覚・ 精神的障害のために一般の公共交通機関を利用する こ と が困難な人を、 週に

1 回ま で福祉車両（ 車いす対応、 リ フ ト 付き 等） 4 台を用いて送迎する も のです。  

 

  車いす専用車両貸出事業 

市内に住所を有する 車いす使用者ま たは市内の福祉団体、 福祉施設に対し て、 福祉車

両（ 車いす対応） を貸し 出す事業を実施し ていま す。（ 事業主体は碧南市社会福祉協議

会）  

1 回あたり 4 日以内の貸し 出し で、 30kmま では 300 円、 10km増すごと に 100 円を加

算する こ と で借り ら れま す。  

 

  

＊のついた用語は 75 ページに解説があります 
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【企業等送迎バス】 

    2023 年 2 月現在、 碧南駅・ 碧南中央駅のロ ータ リ ー周辺、 北新川駅周辺から 市内や半田市

の衣浦港周辺に立地する 工場・ 学校等へ向けて、 送迎バス が運行さ れていま す。  

 

 

駅 事業者数 台数 

碧南駅 4 

大型・中型バス  ：3 台 

小型・マイクロバス：2 台 

ワゴン車     ：1 台 

碧南中央駅 5 
大型・中型バス  ：8 台 

小型・マイクロバス：5 台 

新川町駅 0 ― 

北新川駅 2 
大型・中型バス  ：1 台 

小型・マイクロバス：1 台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 3-8 鉄道駅周辺からの企業等送迎バス発着状況 

（資料：実態調査(2023 年 2 月実施)） 
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（２）利用実態の整理 

 ①名鉄三河線 

  新型コロナウイルス感染症拡大前の 2019 年度までは増加傾向 

  2020 年度には新型コロナウイルス感染症の影響により約 100 万人の減少があったが、

2021 年度は増加に転じる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 3-8 名鉄三河線 碧南市内駅乗降者数の推移 

（資料：名古屋鉄道） 
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 ②ふれんどバス 

  新型コロナウイルス感染症拡大前の 2019 年度までは増加傾向 

  2020 年度には新型コロナウイルス感染症の影響により約 2 割の減少したものの、2021 年

度は増加に転じる 

  沿線市町の運行補助金は 2019 年に碧南高校へ延伸したことや、新型コロナウイルス感染

症の影響で利用者・運賃収入が減少したことにより増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 3-9 ふれんどバス 利用者数の推移 

※ふれんどバスの利用者数はバス年度（10月～翌年 9月）で集計 

（資料：名鉄バス） 

図 3-10 ふれんどバス 沿線市町運行補助金の推移 

（資料：碧南市） 
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 ③くるくるバス 

  2013 年度からは 13 万人台で横ばい傾向だったが、2019 年度 2 月以降の新型コロナウイ

ルス感染症の影響により利用者が減少 

  2020 年度には新型コロナウイルス感染症の影響により 10 万人を下回ったが、2021 年度

は増加に転じる 

  運行委託費は人件費の上昇などにより近年増加傾向 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 3-11 くるくるバス 利用者数の推移 

（資料：碧南市） 

（資料：碧南市） 

図 3-12 くるくるバス 運行委託費の推移 
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  ７日間の調査における１日あたりのバス停別利用者数は、市役所や碧南中央駅、市民病

院、東部プラザ、サンビレッジ衣浦等の公共系施設のバス停や、市営・県営住宅周辺の

バス停で利用が多い 

  ７日間の調査期間中に乗車がないバス停も点在している 

 

 

 

 

 

 

  

図 3-12 １日あたりのバス停利用者数（くるくるバス オレンジコース） 

（資料：碧南市(2022 年度乗降調査)） 

図 3-13 １日あたりのバス停利用者数（くるくるバス パープルコース） 

（資料：碧南市(2022 年度乗降調査)） 
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図 3-14 １日あたりのバス停利用者数（くるくるバス みどりコース） 

（資料：碧南市(2022 年度乗降調査)） 
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図 3-15 １日あたりのバス停利用者数（くるくるバス あおコース） 

（資料：碧南市(2022 年度乗降調査)） 
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 ④タクシー 

  市内に営業所を開設しているタクシー事業者の利用者数は、2017 年度から減少傾向が続

いていたが、2019 年度 2 月以降の新型コロナウイルス感染症の影響により減少幅が拡大 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（資料：三光陸運㈱、愛知みどり交通㈱） 

※2017・2018 年度は三光陸運㈱のみの集計、2019 年度より２社の合計値 

図 3-16 タクシー 利用者数の推移 
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 ⑤移動を支援する福祉サービス 

   【福祉有償運送】 

    

 

 

 

 

 

 

 

   【外出支援事業】 

  福祉タクシー料金助成事業（2020 年度） 

 

 

 

 

  高齢者外出支援サービス事業（2020 年度） 

 

 

 

 

  車いす専用車両貸出事業（2020 年度） 

 

 

 

 

 

  

利用者 タクシー券交付枚数 利用枚数

509人 12,377枚 4,827枚

延べ利用人数

37人

延べ利用回数 延べ利用人数

339回 783人

（資料：令和 3 年度第 1回碧南市福祉有償運送運営協議会 資料） 

2019年度 2020年度 2021年度

延べ輸送回数 107回 116回 104回

延べ輸送距離 485.5km 462.1km 413.9km

延べ会員数 10人 10人 10人

合計運転者数 29人 29人 25人

合計車両台数 25台 26台 22台
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４）周辺市町の公共交通計画・体系の整理 

 ①安城市地域公共交通計画 

公共交通が 

目指す姿 

日常生活になじむ公共交通をみんなが利用することによって、 

気軽におでかけできるまち 

公共交通体系の

イメージ 

 

広域公共交通 

ネットワークに 

関する記載 

  鉄道、広域連絡バス、市内基幹バス、地域生活バス、地域生活タクシー、

一般タクシー、レンタサイクルが有する機能および地域公共交通の役割に

応じた運行を実施するとともに、公共交通相互の連携を強化することで安

城市内の移動ニーズに対応するとともに、近隣自治体との連携を図りま

す。 

  名鉄バス岡崎・安城線は、広域的な交通基幹軸としての機能を担っている

ことから、市域をまたぐ現行の路線及びサービスを維持するため、交通事

業者や岡崎市との協議を継続して実施しながら、利用者獲得に向けた更な

る利用促進に取り組みます。 
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 ②知立市地域公共交通網形成計画 

交通将来像 「安らぎ・にぎわう 住みよさを誇れるまち 知立」 

公共交通体系の

イメージ 

 

広域公共交通 

ネットワークに 

関する記載 

  公共交通軸（鉄道）は、名古屋市・豊橋市方面や豊田市・刈谷市方面を結

ぶ都市間ニーズに対応し、交通事業者が主体となって運行します。 

  名鉄名古屋本線及び名鉄三河線を公共交通軸（鉄道）とした公共交通ネッ

トワークを形成します。 
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③西尾市地域公共交通計画 

地域公共交通 

体系の将来像 
公共交通が市民の暮らしと交流を支えるまち 

公共交通体系の

イメージ 

 

広域公共交通 

ネットワークに 

関する記載 

  名鉄西尾・蒲郡線の存続 

  ふれんどバスの維持・利便性向上 

  市外のバスネットワークとの接続を強化し、ネットワークの充実を図る 
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第４章 各種ニーズ調査・利用実態調査の分析 

１）各種調査の概要 

(１) 市民アンケート調査 

対 象 16 歳以上の市民（ 市内在住） 2, 000 名 

期 間 配布： 2022 年 10 月 13 日（ 木） ～ 返送締切： 2022 年 10 月 27 日（ 木）  

方 法 郵送配布、 郵送・ Web 回答併用方式 

回収数 郵送： 864 票、 Web： 105 票、 回収率： 48. 5％ 

(２) バス利用者アンケート調査 

対 象 
・ ふれんど バス （ 抽出便( １ 時間に１ 便以上の実施) ）  

・ く る く る バス （ 全４ コ ース の全便実施）  

期 間 
配布： 平日 2022 年 10 月 18 日（ 火）、 休日 2022 年 10 月 23 日（ 日）  

返送締切： 2022 年 10 月 31 日（ 月）  

方 法 バス の利用者へ手渡し 配布（ いずれかの調査日で１ 人１ 票）、 郵送回収 

回収数 

・ ふれんど バス 配布数： 平日 329 票 休日 128 票 合計 457 票 

       回収数： 平日 48 票 休日 14 票 合計 69 票（ 受取日不明を含む）  

       回収率： 平日 14. 6％ 休日 10. 9％ 合計 15. 1％ 

・ く る く る バス 配布数： 平日 124 票 休日 85 票 合計 209 票 

       回収数： 平日 43 票 休日 19 票 合計 78 票（ 受取日不明を含む）  

       回収率： 平日 34. 7％ 休日 22. 4％ 合計 37. 3％ 

(３) バス乗降調査 

対 象 
・ ふれんど バス （ 抽出便( １ 時間に１ 便以上の実施) ） の全利用者 

・ く る く る バス （ 全４ コ ース の全便実施） の全利用者 

期 間 ②バス 利用者アンケート と 同時に実施 

方 法 バス の利用者乗車時に手渡し 配布（ 乗車ごと に１ 人１ 票）、 降車時に回収 

回収数 
ふれんど バス ： 平日 416 票 休日 175 票 合計 591 票 

く る く る バス ： 平日 226 票 休日 180 票 合計 406 票 

(４) 交通事業者ヒアリング調査 

対 象 市内で公共交通を運行する 鉄道・ バス ・ タ ク シー事業者 

期 間 2022 年 11 月 24 日（ 木）、 25 日（ 金）、 29 日（ 火）  

方 法 質問シート を送付し たのち、 面会し てヒ アリ ング 

(５) 地区ミーティング 

対 象 市内で活動する 団体の代表・ 役員、 地区代表（ 意見を集約）  

期 間 
2022 年 10 月 6 日（ 木） 中央地区、 11 日（ 火） 新川地区、 17 日（ 月） 棚尾地区、  

18 日（ 火） 旭地区、 28 日（ 金） 西端地区、 11 月 1 日（ 火） 大浜地区 

方 法 事前質問制、 市三役・ 各部長が出席し 質問へ回答 
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２）調査結果 

（１）市民アンケート調査 

  ①自家用車の保有状況と普段の外出で利用する移動手段 

   「 個人で利用でき る 自家用車を所有し ている 」 人の割合は 71. 8％と なっており 、「 家族共用

で利用でき る 自家用車を所有し ている 」 人を含める と 89. 4％と なり ま す。  

   20 歳代以下や 70 歳以上では「 個人で利用でき る 自家用車を所有し ている 」 人の割合が、 碧

南市全体を下回っていま す。  

   ま た、 自分で運転する 自家用車を普段の外出で利用する 人の割合は 73. 8％です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

73.8 
12.8 
12.5 

11.1 
8.5 

3.6 
3.1 

1.3 
0.2 

8.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

⾃家⽤⾞（⾃分で運転）
⾃家⽤⾞（家族・知人の送迎）

徒歩
⾃転⾞

名鉄電⾞
タクシー

くるくるバス
バイク・原付
ふれんどバス

その他

（％）碧南市全体(n=939)

※各図中で枠取りは説明文の根拠部分を示しています 

図 4-1 自家用車の保有状況 

図 4-2 最も頻度の高い外出目的で利用する移動手段 

71.8

18.5

66.7

74.5

86.0

86.6

87.7

77.8

66.7

51.6

17.6

44.4

27.6

18.4

12.4

9.6

12.3

16.7

19.8

20.3

10.6

37.0

5.7

7.1

1.7

3.8

5.6

13.5

28.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

碧南市全体(n=960)

20歳未満(n=27)

20歳代(n=87)

30歳代(n=98)

40歳代(n=121)

50歳代(n=157)

60-64歳(n=81)

65-69歳(n=90)

70-74歳(n=111)

75歳以上(n=182)

個人で利⽤できる⾃家⽤⾞を所有している 家族共有で利⽤できる⾃家⽤⾞を所有している
⾃家⽤⾞は保有していない

※無回答・判断できないを除く構成比
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  ②公共交通の認知度 

   名鉄電車の駅がある こ と の認知度は 93. 6％、 く る く る バス の運行に対する 認知度は 91. 0％

と 高い一方で、 バス サービス の内容である 、 自宅近く を走る バス で行く こ と ができ る 施設の

認知度は 15. 9％、 自宅近く を走る バス の運行経路は 9. 9％と なっていま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

93.6 

91.0 

60.0 

58.7 

58.7 

44.2 

24.8 

22.8 

17.8 

15.9 

9.9 

9.6 

9.6 

8.4 

8.2 

7.7 

7.6 

6.2 

3.9 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

市内に名鉄電⾞の駅があること

市内をくるくるバスが走っていること

鉄道の利⽤促進のため、鉄道駅によっては、周辺において駐⾞場、駐輪場を確保してあること

市内をふれんどバスが走っていること

あなたの⾃宅近くのバス停の位置

碧南市内でタクシーが待機している場所

あなたの⾃宅近くのバス停の名前

くるくるバスで安城市のバスに乗り継ぎができるバス停があること

タクシーを予約するための電話番号

あなたの⾃宅近くを走るバスで⾏くことができる施設

あなたの⾃宅近くを走るバスの運⾏経路（ルート）

ふれんどバスがどこを走っているか検索できること（バスロケーションシステムが導⼊されていること）

くるくるバスで⻄尾市のバス（六万⽯くるりんバス）に乗り継ぎができるバス停があること

ふれんどバスの乗り方（運賃の支払方法など）

タクシー会社が⾏っている料⾦の割引制度（運転免許返納割引・障害者割引など）があること

あなたの⾃宅近くのバス停の時刻表（ダイヤ）

市が現在⾏っている障害の方へのタクシー料⾦の助成や、10⽉から始まる⾼齢者へのタクシーチ
ケットの交付があること

くるくるバスで⾼浜市のバスに乗り継ぎができるバス停があること

回答なし

（％）碧南市全体

(n=969)

図 4-3 公共交通についての認知度 
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  ③公共交通の満足度と期待する役割 

   各公共交通を年に数日以上利用し ている 人の満足度は、 ど の公共交通も 満足度（ 満足＋や

や満足） が不満割合（ 不満＋やや不満） を上回っていま す。  

   ま た、 名鉄電車やふれんど バス では「 通勤・ 通学する ための交通手段」、 く る く る バス やタ

ク シーでは「 自家用車などを利用でき ない方や、 利用でき なく なった場合の交通手段」 と し

て期待さ れていま す。  
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① 通勤・通学するための交通手段

⑧ ⾃家⽤⾞などを利⽤できない方や、利⽤できなくなった場合の交通手段

⑤ 市外の施設へ⾏くための交通手段

① 通勤・通学するための交通手段

⑧ ⾃家⽤⾞などを利⽤できない方や、利⽤できなくなった場合の交通手段

⑤ 市外の施設へ⾏くための交通手段

⑧ ⾃家⽤⾞などを利⽤できない方や、利⽤できなくなった場合の交通手段

② 通院・買い物するための交通手段

④ 市内の施設へ⾏くための交通手段

⑧ ⾃家⽤⾞などを利⽤できない方や、利⽤できなくなった場合の交通手段

⑦ いつでも⾏きたいところへ⾏くことができる交通手段

② 通院・買い物するための交通手段

点
碧南市全体(n=969)

※ “期待する役割項目”の1位を3点、2位を2点、3位を1点とし集計

名鉄電車 

ふれんどバス 

くるくるバス 

タクシー 

24.0
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17.1

32.1

50.0

35.5

25.0

32.8

14.3

22.4

35.0

7.8

15.8

11.4

3.3

7.1

13.2

11.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

名鉄電⾞(n=421)

ふれんどバス(n=14)

くるくるバス(n=76)

タクシー(n=140)

満⾜ やや満⾜ どちらともいえない やや不満 不満

※無回答・判断できないを除く構成比

碧南市全体

図 4-4 公共交通の満足度 

図 4-5 公共交通に期待する役割 
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  ④公共交通を利用しない理由や不満に思う理由 

   各公共交通いずれも 「 現時点で利用の必要がない」 が最も 割合が高く なっていま す。  

   「 現時点で利用の必要がない」 や、「 他の交通手段がある 」、「 特に不満はない」 を除いた場

合、 名鉄電車では「 自宅から 駅、 駅から 目的地が遠い」、 ふれんど バス では「 自宅から バス

停、 バス 停から 目的地が遠い」、 く る く る バス では「 運行本数が少ない」、 タ ク シーでは「 運

賃が高い」 が上位と なっていま す。  

  
図 4-6 公共交通を利用しない理由・不満に思う理由 
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  ⑤くるくるバスの今後の運行について 

   単一の回答項目では「 運賃は無料のま ま で、 現在のサービ ス 水準（ 運行本数など ） を維持

する 」 が 32. 7％で最も 多い割合を占めていま す。  

   こ の選択肢の割合を 年代別にみる と 、 年代が高く なる ほど 割合が低く なる 傾向があり ま す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑥碧南市の公共交通を充実させるための取組みについて 

   く る く る バス の充実やタ ク シー料金助成の拡充など 、 現状のサービス や制度を充実さ せる

回答が多く なっていま す。  

 

 

 

 

  

5.3

7.0

7.0

2.5

3.2

8.6

10.2

5.6

4.2

18.1

7.4

22.1

19.0

17.5

13.6

21.0

17.0

16.8

22.0

32.7

48.1

36.0

46.0

38.3

34.4

28.4

25.0

27.1

25.0

26.1

25.9

15.1

17.0

21.7

25.3

34.6

33.0

29.9

29.2

17.8

18.5

19.8

11.0

20.0

23.4

7.4

14.8

20.6

19.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

碧南市全体(n=936)

20歳未満(n=27)

20歳代(n=86)

30歳代(n=100)

40歳代(n=120)

50歳代(n=154)

60-64歳(n=81)

65-69歳(n=88)

70-74歳以上(n=107)

75歳以上(n=168)

運賃を有料化し、現在のサービス⽔準（運⾏本数など）を維持する
運賃を有料化し、サービス⽔準（運⾏本数など）を上げる
運賃は無料のままで、現在のサービス⽔準（運⾏本数など）を維持する
運賃は無料のままで、サービス⽔準（運⾏本数など）を上げる
わからない※無回答・判断できないを除く構成比

図 4-7 くるくるバスの今後の運行について（市民） 

59.4 

49.4 

20.1 

17.7 

12.0 

6.6 

4.5 

4.3 

4.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

くるくるバスの充実（運⾏本数の増加や運⾏時間帯の延⻑など）

⾼齢者・福祉タクシー料⾦助成制度の拡充

公共交通に関する案内・情報の提供（公共交通を利⽤したモデルルートや
乗換案内など）

⼦育てタクシー制度の充実

ふれんどバスの充実（運⾏ルートやバス停位置の変更など）

デマンド型乗合タクシーの導⼊

市⺠等が公共交通について意⾒交換できる場の開催

⾃宅付近からくるくるバスのバス停までタクシーで⾏ける制度

その他

（％）碧南市全体(n=905)

図 4-8 碧南市の公共交通を充実させるための取組みについて 
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  ⑦免許返納後に利用したい（利用している）移動手段（60 歳以上の方） 

 免許返納後に利用し たいと 考えている 、 ま たは利用し ている 移動手段について、 碧南市全

体では「 家族・ 知人など によ る 送迎」 が 54. 7％、「 く る く る バス 」 が 54. 5％、「 徒歩」 が

53. 5％の順と なっていま す。  

自身の健康状態別にみる と 、“ たいへんよ い” と いう 人では「 徒歩」、“ よ い” と いう 人では

「 く る く る バス 」、“ あま り よ く ない” や“ よ く ない” と いう 人では「 家族・ 知人など によ る

送迎」 の割合が最も 高く なっていま す。  

 

 

 

 
 
  

図 4-9 免許返納後に利用したい（利用している）移動手段 

33.9

5.3

54.5

37.0

54.7

43.1

53.5

3.1

50.0

6.3

59.4

46.9

37.5

53.1

71.9

3.1

36.7

5.2

59.3

34.4

54.1

45.6

58.1

3.0

23.9

5.4

43.5

41.3

60.9

38.0

42.4

3.3

17.6

0.0

35.3

41.2

64.7

17.6

11.8

5.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

名鉄電⾞

ふれんどバス

くるくるバス

タクシー

家族・知人などによる送迎

⾃転⾞

徒歩

その他
碧南市全体(n=413)
たいへんよい(n=32)
よい(n=270)
あまりよくない(n=92)
よくない(n=17)

(%)
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  ⑧自家用車を利用しない場合の市内での移動手段 

   自家用車を利用し ない場合の市内での移動手段について、 自身の健康状態別にみる と 、“ た

いへんよ い” や“ よ い” では「 自転車」 の回答が半数近く を占めていま す。  

   健康状態が“ たいへんよ い”、“ よ い”、“ あま り よ く ない” ま では「 自転車」 の割合が最も

多いですが、“ よ く ない” では「 タ ク シー」 の割合が最も 高く なっていま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑨地域の公共交通を維持するために、あなた自身や地域で取り組んでもよいと思うもの 

   公共交通の維持のために取り 組める 内容は、「 公共交通を積極的に利用する 」の割合が 38. 3％

で最も 高く なっていま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

38.3 

31.5 

25.5 

18.6 

13.1 

3.7 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

公共交通を積極的に利⽤する

地域が主体となり、地域特性やニーズに応じた新たな公共交通
（福祉有償運送など）を運⾏する

地域で公共交通を活⽤したイベントを実施する

取り組めることはない

地域で公共交通について話し合う場や組織を設置する

その他

（％）碧南市全体(n=888)

図 4-11 地域の公共交通を維持するために、あなた自身や地域で取り組んでもよいと思うもの 

45.2

45.7

48.3

37.5

16.7

16.4

21.4

16.6

11.8

8.3

12.8

12.7

11.0

19.7

16.7

3.6

4.6

3.7

2.6

13.5

9.8

12.8

14.5

41.7

8.5

5.8

7.6

13.8

16.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

碧南市全体(n=945)

たいへんよい(n=173)

よい(n=592)

あまりよくない(n=152)

よくない(n=24)

⾃転⾞を利⽤して移動する 徒歩で移動する
くるくるバスを利⽤する 名鉄三河線・ふれんどバスを利⽤する
タクシーを利⽤して移動する 移動をあきらめる※無回答・判断できないを除く構成比

図 4-10 自家用車を利用しない場合の市内での移動手段 

※3km 程度の市内移動を想定 
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11.5

6.7

4.8

30.4

28.8

35.6

39.0

16.1

9.8

23.2

25.0

30.5

30.6

21.0

22.6

46.6

60.7

30.6

33.3

40.3

50.0

47.5

33.9

47.5

51.6

42.6

62.5

56.7

55.9

56.5

58.1

54.8

44.8

21.3

38.7

31.7

30.6

10.7

15.3

18.6

13.6

19.4

26.2

7.1

15.0

11.9

9.7

16.1

12.9

6.9

6.6

30.6

28.3

24.2

8.9

8.5

11.9

12.9

21.3

7.1

3.3

1.7

3.2

4.8

9.7

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①総合的な満⾜度(n=61)

②運⾏本数(n=62)

③運⾏ダイヤ(n=60)

④運⾏時間帯(n=62)

⑤運⾏経路(n=56)

⑥目的地までの所要時間(n=59)

⑦⾃宅からバス停までの距離(n=59)

⑧目的地からバス停までの距離(n=59)

⑨時刻表通りの発着(n=62)

⑩バス停の待合環境(n=61)

⑪バス停の案内のわかりやすさ(n=56)

⑫路線図や時刻表のわかりやすさ(n=60)

⑬⾞内案内のわかりやすさ(n=59)

⑭乗り降りのしやすさ(n=62)

⑮乗り心地(n=62)

⑯運転手の対応(n=62)

⑰運賃(n=58)

満⾜ ほぼ満⾜ やや不満 不満※無回答・判断できないを除く構成比

ふれんどバス(n=69)

（２）バス利用者アンケート調査 

  ①ふれんどバス、くるくるバスの満足度 

   総合的な満足度（ 満足＋ほぼ満足） はふれんど バス が 72. 2％、 く る く る バス が 68. 2％と な

っており 、 いずれも 不満割合（ 不満＋やや不満） を上回っていま すが、 ふれんど バス 、 く る

く る バス と も に「 運行本数」 など 、 不満割合が高い項目も みら れま す。  
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35.2

26.1

12.7

25.0

20.8

21.4

19.4

26.8

42.3

85.5

39.4

29.9

33.3

39.4

44.3

40.8

41.4

42.3

47.8

42.3

54.2

54.2

57.1

56.9

52.1

32.4

14.5

24.2

29.9

27.8

26.8

20.0

26.8

15.7

16.9

14.5

28.2

9.7

13.9

7.1

15.3

15.5

14.1

7.6

26.9

26.4

19.7

12.9

7.0

10.0

5.6

11.6

16.9

11.1

11.1

14.3

8.3

5.6

11.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①総合的な満⾜度(n=66)

②運⾏本数(n=67)

③運⾏ダイヤ(n=72)

④運⾏時間帯(n=71)

⑤運⾏経路(n=70)

⑥目的地までの所要時間(n=71)

⑦⾃宅からバス停までの距離(n=70)

⑧目的地からバス停までの距離(n=71)

⑨時刻表通りの発着(n=69)

⑩バス停の待合環境(n=71)

⑪バス停の案内のわかりやすさ(n=72)

⑫路線図や時刻表のわかりやすさ(n=72)

⑬⾞内案内のわかりやすさ(n=70)

⑭乗り降りのしやすさ(n=72)

⑮乗り心地(n=71)

⑯運転手の対応(n=71)

⑰運賃(n=55)

満⾜ ほぼ満⾜ やや不満 不満※無回答・判断できないを除く構成比

くるくるバス全路線(n=83)

図 4-12 ふれんどバスのサービス項目別満足度 

図 4-13 くるくるバスのサービス項目別満足度 
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  ②くるくるバスの今後の運行 

   「 運賃は無料のま ま で、 サービス 水準（ 運行本数など） を上げる べき 」 が 39. 2％で最も 多

く 、 次いで「 運賃は無料のま ま で、 現在のサービス 水準（ 運行本数など） を維持する 」 が

35. 1％と なっていま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.0

3.3

2.7

5.6

6.7

11.2

1.7

18.9

22.2

23.5

13.3

16.7

29.1

21.7

35.1

27.8

35.3

46.7

33.3

27.6

13.3

39.2

44.4

35.3

33.3

41.7

29.1

60.0

4.1

5.9

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全路線(n=134)

ふれんどバス(n=60)

くるくるバス全路線(n=74)

オレンジコース(n=18)

パープルコース(n=17)

みどりコース(n=15)

あおコース(n=24)

運賃を有料化し、現在のサービス⽔準（運⾏本数など）を維持すべき
運賃を有料化し、サービス⽔準（運⾏本数など）を上げるべき
運賃は無料のままで、現在のサービス⽔準（運⾏本数など）を維持すべき
運賃は無料のままで、サービス⽔準（運⾏本数など）を上げるべき
わからない※無回答を除く構成比

図 4-14 くるくるバスの今後の運行について（利用者） 



39 

（３）バス乗降調査 

  ①利用目的 

   ふれんどバス の利用目的は、 平日では「 通学」 が 70. 4％と 主体を占めていま す。 休日にお

いても 「 通学」 が 20. 0％で最も 多い割合と なっていま すが、「 買い物・ 飲食」 など の自由目的

での利用が平日と 比較し て増加し ていま す。  

   く る く る バス の利用目的は、 平日・ 休日と も に「 買い物・ 飲食」 の割合が最も 多く なって

いま す。  
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0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

通勤

通学

通院

買い物・飲食

観光・娯楽

訪問(知人宅等)

その他

無回答

ふれんどバス

平日(n=416)

休日(n=175)

(%)

13.3

8.4

16.4

21.7

7.1

1.8

12.4

19.0
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0.0

9.4

30.6

8.9

2.8

10.6

31.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

通勤

通学

通院

買い物・飲食

観光・娯楽

訪問(知人宅等)

その他

無回答

くるくるバス

平日(n=226)

休日(n=180)

(%)

図 4-15 ふれんどバスの利用目的 

図 4-16 くるくるバスの利用目的 
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  ②利用者の年齢 

   ふれんどバス では「 20 歳未満」 が平日・ 休日と も に最も 多く なっていま す。 く る く る バス

では「 75 歳以上」 が平日・ 休日と も に最も 多く なっていま す。  

   く る く る バス は 60 歳以上の利用者が平日では 46. 9％、 休日では 54. 5％を占めま すが、 30

歳代以下の利用者も 平日では 19. 9％、 休日では 15. 5％あり ま す。  

 

 

 

  

70.9
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10.2

4.4
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17.7
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日(n=416)

休日(n=175)

平日(n=226)

休日(n=180)

20歳未満 20〜30歳代 40〜50歳代 60〜74歳 75歳以上 無回答

ऴ
◌ो
◌॒
न
◌ং५

ऎ
◌ॊ
ऎ
◌ॊ
◌ং५

図 4-17 利用者の年齢 
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③利用者ＯＤ＊ 

 ふれんど バス の OD は碧南方面・ 吉良方面と も に、 乗車・ 降車ど ちら も 鉄道駅（ 碧南駅・

吉良吉田駅） や、 沿線の高校（ 碧南高校・ 一色高校西・ 吉良高校） の最寄り バス 停の利用が

多く なっていま す。  
く る く る バス の OD は市役所周辺や東部プラ ザ・ 南部プラ ザ等の行政施設をはじ め、 市民

病院や鉄道駅を起終点と し た移動が多く なっていま す。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 4-18 ふれんどバス（平日・碧南方面行）バス停間 OD 

※調査日(抽出便)の 

 総 OD 量は 228 人/日 

＊のついた用語は 75 ページに解説があります 
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図 4-19 ふれんどバス（平日・吉良方面行）バス停間 OD 

※調査日(抽出便)の 

 総 OD 量は 188 人/日 
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図 4-20 くるくるバス（平日・オレンジコース）バス停間 OD 

図 4-21 くるくるバス（平日・パープルコース）バス停間 OD 

※調査日(全便)の 

 総 OD 量は 64 人/日 

※調査日(全便)の 

 総 OD 量は 19 人/日 
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図 4-22 くるくるバス（平日・みどりコース）バス停間 OD 

※調査日(全便)の 

 総 OD 量は 59 人/日 
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図 4-23 くるくるバス（平日・あおコース）バス停間 OD 

※調査日(全便)の 

 総 OD 量は 84人/日 
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（４）交通事業者ヒアリング調査 

１．利用者の現状や新型コロナウイルス感染症を踏まえた今後の見通し 

鉄道 
・ 沿線企業の通勤需要が大幅に減少し 、 コ ロ ナ禍前の 70％程度の利用状況で、 他路

線と 比較し ても 回復傾向が鈍い 

バス 
・ 2022 年度はコ ロ ナ禍前の 9 割程度ま で回復し ている  

・ 2020 年度を底と し て、 確実に回復傾向にある  

タクシー 

・ 利用のピ ーク は 6～8 時と 17～18 時及び 19～20 時 

・ 2020, 2021 年度と 比較する と 70～85％程度に回復し た 

・ 夜の利用が回復し ていない 

２．利用者や沿線住民から寄せられる意見など 

鉄道 ・ コ ロ ナ禍ではマナーに関する 意見が増加し た 

バス 

・ 碧南高校を始発地と する 便の増発によ り 、 高校から 利便性が上がったと の声を聞

いている  

・ バス がなく なる と 困る ため、 運行を継続し てほし いと の声が多い 

・ バス 停で待つ際のマナーや周辺の清掃についての意見がある  

タクシー ・ ジャ ンボタ ク シーや介護タ ク シーの問合せがある  

３．公共交通全体の利便性を高める取組み 

鉄道 
・ エリ ア版 MaaS＊アプリ 「 CentX」 のリ リ ース や、 沿線キャ ンペーン・ ハイ キング等

を実施し ている （ 碧南市での実績あり ）  

バス 

・ 沿線高校の入学式での定期券出張発売を実施し ている （ 碧南市での実績あり ）  

・ 市主催のイ ベント への参加（ 利用促進イ ベント の実施）  

・ バス ロ ケーショ ンシス テム ＊の導入によ る 利便増進 

タクシー 

・ 乗車需要を満たすこ と ができ る よ う 乗車傾向等の分析を実施し ている  

・ 運賃についての問い合わせが多いので、 運賃に対し て安心感があれば利用が伸び

る 可能性がある  

４．その他 

バス ・ 碧南駅～碧南高校間での新規バス 停の設置を提案 

タクシー ・ 福祉交通の利用案内等について行政と 連携 

 

（５）地区ミーティング 

 【Ｃ・Ｓ地区ミーティングで出された公共交通に対する主な意見】 

  バス 停前にガード レ ールの切れ間がなく 、 車道側に出てバス を待つ利用者がいて危険 

バス 待ちス ペース が全体的に小さ いのではないか 

  免許返納後の高齢者や足の不自由な人、 交通の便が悪い地域の人、 外国人等に便利に使っ

ても ら える も のにし てほし い 

  乗車料金が無料なこ と はあり がたいが、 本数が少なければ使い勝手がよ く ない 

＊のついた用語は 75 ページに解説があります 
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第５章 碧南市における地域公共交通の課題 

１）現況や各種調査からみた碧南市の地域公共交通の状況と集約課題 

分類 現況や各種調査における傾向や動向 
集約課題との対応 

① ② ③ 

社会情勢や 

上位関連計画 

  新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の影響によ り 、 公共交通利用者数は感染症拡大前と 比較し て 20％程度の減少の状態で推移し ている   ○  
  高齢者を中心と し た運転免許証の自主返納が進んでおり 、 返納後の移動手段の確保が必要と さ れている  ○ ○ ○ 
  第 6 次碧南市総合計画における 公共交通に関する 施策は、「 都市の発展に向けた活力を生み出すま ち」 に位置付けている   ○ ○ 
  碧南市都市計画マス タ ープラ ンでは、 鉄道駅周辺における 駐車場・ 駐輪場の確保によ り 、 パーク アンド ラ イ ド の利用を推進する と と も に、 ふれ

んど バス ・ く る く る バス について、 他の交通と の適切な役割分担を図る こ と を記載し ている  
○  ○ 

  第 2 期碧南市ま ち・ ひと ・ し ごと 創成総合戦略【 総合戦略】 では、 駅周辺の整備によ り ま ちの賑わいを創出する と と も に、 市内公共交通の充実

によ り 、 観光など での来客の利便性も 向上し 、 基本目標２ 「 新し い人の流れづく り 」 の達成につながる と し ている  
○  ○ 

碧南市の概況 

  碧南市の人口は 2005 年ごろから 横ばいで推移し ており 、 碧南市人口ビジョ ンにおいても 、 こ の先同様の傾向が続く と さ れている  ○   
  高齢化率は 2020 年度では 23.8％と なっており 、 今後も 増加傾向が続く こ と が推計さ れている  ○   
  公共交通全体での人口カバー率は 99.8％と なっている （ 駅から 半径 800m、 バス 停から 半径 500m の利用圏域）  ○  ○ 
  通勤・ 通学流動は約６ 割が市内の移動と なっており 、 通勤流動では近隣市の西尾市や安城市、 通学流動では名古屋市と の結びつき が強い ○  ○ 

公共交通や 

移動サービスの 

状況 

  名鉄三河線の利用者数は 2019 年度の約 478 万人ま で微増傾向が続いていま し たが、 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の影響によ り 2020 年度におい

ては年間で約 100 万人の減少と なった  
 ○ ○ 

  ふれんど バス の利用者数は 2021 年度で約 248 千人だが、 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の影響を大き く 受けた 2020 年度以降、 回復基調にある   ○ ○ 
  く る く る バス は４ コ ース で運行し ており 、 合計利用者数は 2021 年度で約 90 千人だが、 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症大き く 受けた 2020 年度以

降、 回復基調にある  
○ ○  

  市内に営業所を開設し ている タ ク シー事業者は２ 社あり 、 合計 24 輌で運行し ている  ○   
  タ ク シーの利用者は、 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症流行前の 2019 年度では約 151 千人であったが、 2021 年度では約 96 千人と なっている  ○ ○  
  市内の各駅にく る く る バス のバス 停が設置さ れている ほか、 碧南駅ではふれんど バス のバス 停、 碧南駅・ 碧南中央駅・ 北新川駅ではタ ク シー待

機所があり 、 鉄道駅が交通結節点と し ての役割を果たし ている  
○  ○ 

  近隣市のコ ミ ュ ニティ バス は、 サンビレ ッ ジ衣浦に高浜市「 いき いき 号」、 碧南市民病院に安城市「 あんく る バス 」、 鷲塚住宅に西尾市「 六万石

く る り んバス 」 が碧南市内に乗り 入れており 、 く る く る バス と 接続し ている  
 ○ ○ 

  碧南市内の福祉有償運送は２ つの NPO 法人によ って運行さ れており 、 2021 年度では延べ 104 回の利用がある  ○ ○  
  碧南市が実施し ている 外出支援事業の年間利用実績は、 ①福祉タ ク シー料金助成事業が 509 名・ タ ク シー券 4,827 枚、 ②高齢者外出支援サー

ビス 事業が延べ 37 名、 ③車いす専用車両貸出事業が延べ 339 回・ 713 人（ いずれも 2020 年度） と なっている  
○ ○  

  碧南市内では主に碧南駅から 企業送迎バス が発着し ており 、 衣浦港周辺の工業地帯に向けて運行さ れている   ○ ○ 

市民アンケート 

  碧南市内では７ 割以上の人が個人で利用でき る 自家用車を所有し ており 、 20 歳代以下や 70 歳以上ではその割合が低い ○   
  最も 頻度の高い外出目的で利用する 移動手段は、 ７ 割以上の人が自分で運転する 自家用車を利用し ている  〇   
  60 歳以上の市民では、 80 歳ごろに運転免許を返納する 意向がある 人が 37.3％で最も 多く 、 返納後に利用し たい移動手段は「 家族・ 知人など に

よ る 送迎」「 く る く る バス 」「 徒歩」 の順と なっている  
○   

  各公共交通の利用率（ 年に数日程度以上利用） は「 名鉄電車」 は 49.7％、「 タ ク シー」 は 17.6％、「 く る く る バス 」 は 9.9％、「 ふれんどバス 」 は

1.7％の順と なっている  
○ ○ ○ 

  公共交通のサービス 内容など の認知度と し て「 あなたの自宅近く のバス 停の位置」 は 58.7％である 一方、「 あなたの自宅近く を走る バス で行く

こ と ができ る 施設」 は 15.9％と なったほか、 く る く る バス から 乗り 継げる 先のコ ミ ュ ニティ バス では「 あんく る バス（ 安城市）」 は 22.8％、「 六

万石く る り んばす（ 西尾市）」 は 9.6％、「 いき いき 号（ 高浜市）」 は 6.2％の順と なっている  
 ○  

  公共交通の認知度と し て「 市内をく る く る バス が走っている こ と 」 は 91.0％で、「 市内に名鉄電車の駅がある こ と 」 の 93.6％と と も に９ 割を超

えている  
 ○  
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分類 現況や各種調査における傾向や動向 
集約課題との対応 

① ② ③ 

市民アンケート 

  各公共交通を利用し ている 人の満足度（ 満足＋やや満足） は「 名鉄電車」 は 56.1％、「 タ ク シー」 は 32.1％と なっている  ○ ○ ○ 
  各公共交通を利用し ない理由と し ては、「 現時点で利用の必要がない」 がど の公共交通も 回答割合が最も 多い  ○  
  タ ク シーを利用し ない・ 不満な理由と し ては、「 運賃が高い」 が 13.2％、「 運賃がいく ら かかる か分から ない」 が 11.7％と なっている  ○   
  名鉄電車、 ふれんど バス に期待する 役割は「 通勤・ 通学する ための交通手段」 が最も 高く 、 次いで「 自家用車など を利用でき ない方や、 利用で

き なく なった場合の交通手段」、「 市外の施設へ行く ための交通手段」 の順と なっている  
  ○ 

  く る く る バス に期待する 役割は「 自家用車など を利用でき ない方や、 利用でき なく なった場合の交通手段」 が最も 高く 、 次いで「 通院・ 買い物

する ための交通手段」、「 市内の施設へ行く ための交通手段」 の順と なっている  
○   

  タ ク シーに期待する 役割は「 自家用車など を利用でき ない方や、 利用でき なく なった場合の交通手段」 が最も 高く 、 次いで「 いつでも 行き たい

と こ ろへ行く こ と ができ る 交通手段」、「 通院・ 買い物する ための交通手段」 の順と なっている  
○  ○ 

  く る く る バス の今後の運行について、「 運賃は無料のま ま で、 現在のサービス 水準を維持する 」 と 回答し た人の割合が最も 多く 32.7％、 次いで

「 運賃は無料のま ま で、 サービス 水準を上げる 」 が 26.1％、「 運賃を有料化し 、 サービス 水準を上げる 」 が 18.1％と なっている  
○   

  免許返納後に利用し たい移動手段について、健康状態がよ いと 答えた人が「 く る く る バス 」 を多く 選択し ており 、健康状態がよ く ない人ほど「 家

族・ 知人などによ る 送迎」 の割合が高く なっている  
○   

  碧南市の公共交通を充実さ せる ための取組みについて、「 く る く る バス の充実（ 運行本数の増加や運行時間帯の延長など ） が 59.4％で最も 多く 、

「 高齢者・ 福祉タ ク シー料金助成制度の拡充」 が 49.4％の順と なっている  
○ ○  

  公共交通の維持のために取り 組める 内容は、「 公共交通を積極的に利用する 」 の割合が最も 高い  ○  

利用者 

アンケート 

  ふれんど バス の総合的な満足度（ 満足＋やや満足） は 72.2％で、 今後重要なサービス 項目は「 運行本数」、「 運行時間帯」、「 運行ダイ ヤ」 の順で

重要度（ 重要＋やや重要） が高い 
 ○ ○ 

  く る く る バス の総合的な満足度（ 満足＋やや満足） は 68.2％で、 今後重要なサービス 項目は「 運行本数」、「 運行ダイ ヤ」、「 運転手の対応」 の順

で重要度（ 重要＋やや重要） が高い 
○ ○  

  く る く る バス の今後の運行について、「 運賃は無料のま ま で、 サービス 水準を上げる 」 と 回答し た人の割合が最も 多く 39.2％、 次いで「 運賃は

無料のま ま で、 現在のサービス 水準を維持する 」 が 35.1％、「 運賃を有料化し 、 サービス 水準を上げる 」 が 18.9％と なっている  
○   

乗降調査 

  ふれんど バス の OD は平休日と も に乗車・ 降車ど ちら も 鉄道駅（ 碧南駅・ 吉良吉田駅） が多く 、 平日では沿線の高校の最寄り バス 停（ 碧南高校・

一色高校西・ 吉良高校）、 休日では一色町公民館や松木島の利用も 多い 
  ○ 

  く る く る バス の OD は市役所周辺やサンビレ ッ ジ衣浦、 東部プラ ザ・ 南部プラ ザ等の行政施設をはじ め、 市民病院や鉄道駅を起終点と し た移動

が多い 
○   

  ふれんど バス の利用者は、 30 歳代以下が平休日と も に６ 割を超えており 、「 通学」 が平日は 70.4％、 休日は 20.0％で最も 多い利用目的と なって

いる 。 休日では「 買い物・ 飲食」 や「 観光・ 娯楽」 の利用も それぞれ 14.3％みら れる  
  ○ 

  く る く る バス の利用者は、 60 歳以上が平休日と も に約５ 割と なっており 、「 買い物・ 飲食」 が平日は 21.7％、 休日は 30.6％で最も 多い利用目的

と なっている 。 30 歳代以下の利用者についても 平日では 19.9％、 休日では 15.5％みら れる  
○   

事業者 

ヒアリング 

  名鉄の他路線と 比較し て、 三河線では新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の影響で減少し た利用者の戻り が鈍い特徴がある 。 現在、 駅を中心と し たま ち

づく り や自治体と 連携し たイ ベント 等の取組みを実施し ている  
 ○ ○ 

  ふれんど バス の利用者は高校生が多く 、 利用者数はコ ロ ナ禍前の９ 割程度ま で戻っている 。 沿線自治体・ 学校・ 住民と の連携で運行の見直し や

イ ベント 実施等、 利用促進事業を実施し ている  
 ○ ○ 

  く る く る バス は生活密着型の路線と し て運行し ており 、 市民生活に重要な公共交通だと 感じ ている 。 利用者が安心し て利用でき る 取組みを進め

たい（ バス ロ ケーショ ンシス テムやバス 停環境の整備等）  
○ ○  

  タ ク シー事業者と し て福祉交通の利用案内等について行政と 連携し ていき たい。 ま た、 タ ク シーの運賃面における 利用者の抵抗感を減ら すこ と

で利用増進につながる 可能性がある  
○ ○  

地区 

ミーティング 

  く る く る バス が無料で運行し ている こ と に対し ての理解が得ら れた一方で、 運行本数の増加を求める 意見や、 バス を安心し て待てる 環境が必要

である 意見が出さ れた  
○ ○  
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２）個別課題から導かれる集約課題 

 
 
 
 
 
  市民の普段の外出先では市内の割合が高いため、 市内の主要施設と 各地域を結ぶ公共交

通ネッ ト ワ ーク の形成が必要です。  

  本市の高齢化率は増加傾向にあり 2020 年度では 23.8％ですが、 将来推計人口から 今後も

高齢化が進むこ と が予測さ れており 、 運転免許証の自主返納が考えら れる 高齢者の移動

ニーズに対応し た公共交通の運行が求めら れま す。  

  く る く る バス は、 65 歳以上の高齢者を中心に買い物や通院などで利用さ れている ほか、

30 歳代以下の利用も 一定程度みら れ、 広く 市民の移動手段と し て定着し ており 、 利用者

の満足度も 68.2％と 高いこ と から 、 今後も 市民・ 利用者のニーズを取り 入れながら 継続

的な運行が求めら れま す。  

  タ ク シー運賃に関する 不安を取り 除く こ と など、 市内それぞれの公共交通の利用促進に

つながる 取組みが必要です。  

  市内でサービ ス さ れている 各種公共交通や福祉、 企業等の移動手段について、 移動目的

や目的地に応じ た役割の明確化が重要です。  

 
 
 
 
 
 
 
  

集約課題① 増加する高齢者をはじめ、幅広い世代が 

利用しやすく分かりやすい市内公共交通サービスの提供 

図 5-1 最も頻度の高い外出目的とその目的地 

碧南市合計
(n=863)

通勤 24.4％

通勤 27.1％

買い物 26.0％

買い物
3.9％

通院 4.8％

通学
2.4％

その他
2.9％通院

0.9％

通学
0.7％

その他
6.8％

碧南市内
62.7％

その他市町村
37.3％

（資料：市民アンケート調査） 
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図 5-2 普段の「買い物」目的での市内の目的地 

（資料：市民アンケート調査） 

※太い矢印はその地域にお住まいの人が、

買い物に行く場所として最も回答の多か

った施設で、細い矢印は第 2位の施設、

破線矢印は第 3位の施設 

※矢印に関連した施設のみを表示 



 

51 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 5-4 公共交通を利用しない理由・不満な理由（タクシー）（再掲） 

（資料：市民アンケート調査） 

13.2 
11.7 

7.6 
3.1 
2.6 

76.1 
21.2 

6.6 
1.4 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

運賃が⾼い
運賃がいくらかかるか分からない

利⽤したいときにつかまらない
駅や主要施設に待機していない

駅や主要施設にて予約先の情報が分からない
現時点で利⽤の必要がない

他の交通手段がある
特に不満はない

その他

（％）タクシー

碧南市全体(n=831)

12.4 

10.3 

5.2 

1.5 

80.3 

22.6 

11.7 

3.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

運⾏本数が少ない

利⽤したい時間帯に運⾏していない

⾃宅からバス停､バス停から目的地が遠い

バス停の待合環境がよくない

現時点で利⽤の必要がない

他の交通手段がある

特に不満はない

その他

（％）くるくるバス

碧南市全体(n=878)

図 5-3 公共交通を利用しない理由・不満な理由（くるくるバス）（再掲） 

（資料：市民アンケート調査） 
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  持続可能な公共交通を確保する ためには、 公共交通に関わる 全ての関係者が連携し たう

えで、 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の影響によ り 利用者が減少し た状況から の回復策に取

組むこ と が必要です。  

  公共交通の利用意識には健康状態が関わっており 、 元気なう ちに公共交通の利用機会を

作る こ と が重要です。  

  各公共交通が運行し ている こ と に対する 認知度は高い水準にある も のの、 タ ク シーの待

機場所やバス で行く こ と ができ る 施設の認知度については半数を下回っている こ と か

ら 、 市内の公共交通がどのよ う な状況で、 ど のよ う な運行をし ている かについて行政や

運行事業者は発信・ 共有し 、 市民はその情報を受け取る と と も に、 公共交通を利用する

こ と で、 公共交通に対する 意識を醸成する 取組みが求めら れま す。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

集約課題② 公共交通に関わる全ての関係者が連携して、公共交通に 

対する意識を醸成しつつ、利用して元気になる取組みの実践 

38.3 

31.5 

25.5 

18.6 

13.1 

3.7 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

公共交通を積極的に利⽤する

地域が主体となり、地域特性やニーズに応じた新たな公共交通
（福祉有償運送など）を運⾏する

地域で公共交通を活⽤したイベントを実施する

取り組めることはない

地域で公共交通について話し合う場や組織を設置する

その他

（％）碧南市全体(n=888)

図 5-5 地域の公共交通を維持するために、あなた自身や地域で取り組んでもよいと思うもの 

（資料：市民アンケート調査） 
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図 5-6 免許返納後に利用したい（利用している）移動手段（再掲） 

33.9

5.3

54.5

37.0

54.7

43.1

53.5

3.1

50.0

6.3

59.4

46.9

37.5

53.1

71.9

3.1

36.7

5.2

59.3

34.4

54.1

45.6

58.1

3.0

23.9

5.4

43.5

41.3

60.9

38.0

42.4

3.3

17.6

0.0

35.3

41.2

64.7

17.6

11.8

5.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

名鉄電⾞

ふれんどバス

くるくるバス

タクシー

家族・知人などによる送迎

⾃転⾞

徒歩

その他
碧南市全体(n=413)
たいへんよい(n=32)
よい(n=270)
あまりよくない(n=92)
よくない(n=17)

(%)

45.2

45.7

48.3

37.5

16.7

16.4

21.4

16.6

11.8

8.3

12.8

12.7

11.0

19.7

16.7

3.6

4.6

3.7

2.6

13.5

9.8

12.8

14.5

41.7

8.5

5.8

7.6

13.8

16.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

碧南市全体(n=945)

たいへんよい(n=173)

よい(n=592)

あまりよくない(n=152)

よくない(n=24)

⾃転⾞を利⽤して移動する 徒歩で移動する
くるくるバスを利⽤する 名鉄三河線・ふれんどバスを利⽤する
タクシーを利⽤して移動する 移動をあきらめる※無回答・判断できないを除く構成比

図 5-7 自家用車を利用しない場合の市内での移動手段（再掲） 

（資料：市民アンケート調査） 

（資料：市民アンケート調査） 
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図 5-8 公共交通に関する認知度（再掲） 

（資料：市民アンケート調査） 

93.6 

91.0 

60.0 

58.7 

58.7 

44.2 

24.8 

22.8 

17.8 

15.9 

9.9 

9.6 

9.6 

8.4 

8.2 

7.7 

7.6 

6.2 

3.9 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

市内に名鉄電⾞の駅があること

市内をくるくるバスが走っていること

鉄道の利⽤促進のため、鉄道駅によっては、周辺において駐⾞場、駐輪場を確保してあること

市内をふれんどバスが走っていること

あなたの⾃宅近くのバス停の位置

碧南市内でタクシーが待機している場所

あなたの⾃宅近くのバス停の名前

くるくるバスで安城市のバスに乗り継ぎができるバス停があること

タクシーを予約するための電話番号

あなたの⾃宅近くを走るバスで⾏くことができる施設

あなたの⾃宅近くを走るバスの運⾏経路（ルート）

ふれんどバスがどこを走っているか検索できること（バスロケーションシステムが導⼊されていること）

くるくるバスで⻄尾市のバス（六万⽯くるりんバス）に乗り継ぎができるバス停があること

ふれんどバスの乗り方（運賃の支払方法など）

タクシー会社が⾏っている料⾦の割引制度（運転免許返納割引・障害者割引など）があること

あなたの⾃宅近くのバス停の時刻表（ダイヤ）

市が現在⾏っている障害の方へのタクシー料⾦の助成や、10⽉から始まる⾼齢者へのタクシーチ
ケットの交付があること

くるくるバスで⾼浜市のバスに乗り継ぎができるバス停があること

回答なし

（％）碧南市全体

(n=969)
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  安城市や刈谷市と いった碧海５ 市及び西尾市を含めた近隣市と の結びつき や、 名古屋市

への移動需要が存在し ている ため、 広域的な公共交通の維持・ 活性化が必要です。  

  名鉄電車は、 刈谷市や名古屋市方面への通勤・ 通学目的での移動に利用さ れている と と

も に、 市外への買い物や観光など と いった目的での利用があり ま すが、 自宅や目的地か

ら 駅ま でが遠いと いう 意見があり ま す。  

  ふれんど バス は、 碧南高校をはじ めと し た沿線３ 校の高校生が利用の主体を占め、 碧南

駅と 市外の高校や住宅地を結んでおり 、 利用者の満足度は 72.2％と 高いこ と から 、 継続

的な運行が求めら れま す。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

集約課題③ 碧海５市及び西尾市・名古屋市等の広域的な移動ニーズに 

対応した公共交通の維持・活性化 

32.9

10.7

4.3

25.7

5.0

13.6

2.9
0.7

0.7

3.6

通勤

通学

通院

買い物

飲食

観光･娯楽

習い事

訪問(知人宅など)

公衆浴場

その他

碧南市合計
(n=150)

(％)

図 5-9 名鉄電車を利用して外出する目的 

（資料：市民アンケート調査） 

18.0

70.4

1.9

1.7

2.2

0.5

3.4

1.9

15.4

20.0

1.1

14.3

14.3

6.3

11.4

17.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

通勤

通学

通院

買い物・飲食

観光・娯楽

訪問(知人宅等)

その他

無回答

ふれんどバス

平日(n=416)

休日(n=175)

(%)

（資料：利用者アンケート調査） 

図 5-10 ふれんどバスの利用目的（再掲） 
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図 5-11 碧南市に関連した通勤・通学流動図（再掲） 

（資料：2020 年国勢調査） 
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第６章 碧南市地域公共交通計画 

１）計画対象地域及び計画期間 

（１）計画対象地域 

本計画は、 本市内を 運行する 公共交通全体を 一体的に取り 扱う こ と から 、 対象地域を 碧南市

全体と し ま す。  

なお、 周辺市町と の公共交通相互の連携等にあたっ ては、 個別に協議・ 調整を 図る こ と と し

ま す。  

 

（２）計画期間 

本計画の期間は、 2024 年度～2028 年度ま での５ 年間と し ま す。  

なお、 計画期間内であっ ても 、 社会情勢の変化への対応や、 公共交通の運行・ 利用に関する

安全性に配慮し た見直し については、 必要に応じ て見直し を図り ま す。  
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２）地域公共交通の基本的な方針 

第６ 次碧南市総合計画では、 ま ちづく り の基本理念を 市民憲章の理念と し ており 、 地域公共

交通では市民憲章の理念のう ち「 安心し て住める 町に」 や、「 活気ある 町に」 に貢献でき る も の

と 考えま す。  

ま た、 市民を はじ めと し た本市に関連する 人たちが利用し やすく 、 元気を 保つこ と ができ る

公共交通ネッ ト ワ ーク を 形成し 、 地域公共交通に関連する 全ての関係者が連携・ 協働し た、「み

んなが使う公共交通で支える 活気あるまち へきなん」を地域公共交通の基本的な方針と

定めま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

集約課題① 
増加する高齢者をはじめ、 

幅広い世代が利用しやすく 

分かりやすい市内公共交通 

サービスの提供 

集約課題② 
公共交通に関わる 

全ての関係者が連携して、 

公共交通に対する意識を 

醸成しつつ、利用して 

元気になる取組みの実践 

集約課題③ 
碧海５市及び西尾市・ 

名古屋市等の広域的な 

移動ニーズに対応した 

公共交通の維持・活性化 

基本目標１ 
市内の移動を支える 

公共交通の利用環境を改善します 

基本目標２ 
関係者が連携・協働し、 

みんなが元気になる 

取組みを展開します 

基本目標３ 
人の流れに対応した 

広域公共交通ネットワークを 

維持・活性化します 

＜地域公共交通の基本的な方針＞ 

みんなが使う公共交通で支える 活気あるまち へきなん 

▼基本目標 ▼集約課題 
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３）地域公共交通の役割と位置付け 

本市は鉄道駅を ４ 駅有し ており 、 鉄道が高浜市や刈谷市、 知立市方向の広域的な移動手段と

し て機能し ていま す。 ま た、 中心市街地や碧南駅から は名鉄三河線の廃止区間代替バス である

ふれんど バス が運行さ れ、 西尾市への移動手段と なっていま す。  

碧南市が運行する く る く る バス は、 中心部では周縁部よ り も 頻度の高い運行と なっ ていま す

が、 どちら も 市民の市内生活移動に対応し ていま す。  

ま た、 市内ではタ ク シーが営業し ており 、

上記公共交通を 補完する 役割を 担っ ていま す。  

こ のよ う に本市で運行さ れている 公共交通

は、 広域的な移動を 支える も のから 段階的な

ネッ ト ワ ーク を形成する も のと し ま す。  

  

図 地域公共交通の 

将来ネットワークイメージ 
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表 碧南市における地域公共交通の役割と位置付け 

位置

付け 
路線・系統 起点 経由 終点 

事業許可

区分 

運行 

態様 

実施 

主体 
補助事業 役割 確保・維持の方法 

公
共
交
通
軸 

名鉄三河線 碧南 知立 猿投 
第一種 

鉄道事業 

定期 

運行 

交通 

事業者 
― 

  通勤・通学を主体としつつ、

買物や観光など様々な移動目

的に対応する路線 

  広域的な移動需要に対応する 

交通事業者と協力した取組みに

より一定以上の需要や運行水準

を確保する 

地
域
間
幹
線 

ふれんど

バス 

①系統 
碧南駅 吉良吉田駅 吉良高校 

一般乗合 

旅客自動車 

運送事業 

路線 

定期 

運行 

交通 

事業者 

幹線補助 

  碧南高校をはじめとした沿線

に立地する高校への通学を主

体としつつ、通勤や買物など

様々な移動目的に対応する路

線 

  鉄道駅や本市中心部などの交

通結節点において、他の移動

手段と連絡する 

利用促進事業による運賃収入の

確保や沿線市からの運行費補助

に加え、地域公共交通確保維持

事業（幹線補助）を活用し、持

続可能な運行を目指す 

碧南駅 大宝橋 吉良吉田駅 

②系統 
碧南高校 吉良吉田駅 吉良高校 

碧南高校 碧南駅 吉良吉田駅 

Ｃ系統 大宝橋 一色町公民館 吉良吉田駅 ― 

利用促進事業による運賃収入の確

保や沿線市からの運行費補助によ

り、持続可能な運行を目指す 

くるくる

バス 

オレンジコース 

【中央巡回】 
市役所 

南左回り～ 

北右回り 
市役所 

(無償運送) 

路線 

定期 

運行 

碧南市 ― 

  買物や通院目的を主体とした

移動目的に対応する路線 

  利用可能な範囲で通勤・通学

目的での利用にも対応する 

  市内の生活移動に対応する 

本市が主体的に運行する路線

で、利用促進の取組みを進め、

効率性を高めることにより、持

続可能な運行を目指す 

パープルコース 

【中央巡回】 
市役所 

北左回り～ 

南右回り 
市役所 

 

みどりコース 

【市内外周】 
市役所 

北右回り～ 

南左回り 
市役所 

あおコース 

【市内外周】 
市役所 

南右回り～ 

北左回り 
市役所 

連
携
路
線 

あんくる 

バス 

３ 南部線 碧南市民病院 デンパーク 安城更生病院 

一般乗合 

旅客自動車 

運送事業 

路線 

定期 

運行 

安城市 

― 
  本市と周辺市を結ぶ路線 

  本市内の公共交通と連携する 

(周辺市が運行する路線であるた

め、本計画での取組みの直接の

対象としないが、必要に応じ連

携・調整を図る) 

４ 高棚線 高棚 三河安城駅中央口 安城更生病院 

六万石 

くるりん 

バス 

６ 西野町線 碧南鷲塚 御城下 西尾駅 西尾市 

いきいき 

号 
港コース 高浜市役所 

【循環】 

サンビレッジ衣浦 
高浜市役所 高浜市 

個
別
輸
送 

一般タクシー 市内全域 

一般乗用 

旅客自動車 

運送事業 
― 

交通 

事業者 
― 

  上記の公共交通では時空間的

に対応できないニーズに対応 

交通事業者と連携した取組みに

より、一定以上の需要や運行水

準を確保する 

■地域公共交通確保維持事業の必要性と補助系統に係る事業及び実施主体の概要 

【ふれんどバス①・②系統について】 

  ふれんど バス ①・ ②系統（ 赤系統） は、 本市の中心核・ 中心市街地やサブ核と 、 西尾市の交通結節点（ 一色町公民館・ 吉良吉田駅等） を 連絡し ており 、 沿線に立地する 碧南高校・ 一色高校・ 吉良高校への通学目的

が利用の主体を占めていま す。 ま た、 鉄道と 連絡する 性質がある こ と から 、 よ り 広域な通勤・ 通学目的や観光目的での利用にも 対応し ている と と も に、 休日では市域を 超えた買物目的での利用も みら れま す。  

  路線沿線の自治体はも ちろ ん、 路線沿線を 超える 広域的な公共交通ネッ ト ワ ーク においても 重要な役割を 担っ ている も のの、 沿線自治体や事業者の運営努力だけでは路線の維持が困難であり 、 地域公共交通確保維

持事業によ り 運行を 確保・ 維持する 必要があり ま す。  

地
域
内
交
流
交
通 
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４）基本目標と目標指標 

（１）基本目標 

 

 

 

 

・ く る く る バス については、 市内の地域内交流交通における 路線と し て位置づけ、 サービ ス 水

準を 維持する と と も に、 利用特性に合っ た見直し と し て、 商業施設最寄り バス 停の移設など

によ る コ ース 変更を実施し 、 利便性の向上を図り ま す。  

・ 名鉄電車やふれんど バス については、 広域的な移動を 担う 路線と 位置付け、 利用ニーズに対

応し た駅前広場や駐輪場の整備など を 通じ て、 乗継ぎ環境の改善に向け、 調査・ 研究を 行い

ま す。  

・ タ ク シーについては、 上記にて賄えない移動を 支える 個別移動手段と し て位置付け、 事業者

と 連携し 、 事業運営の維持及び利便性の向上につながる 施策を検討し ま す。  

・ 複合的な公共交通の利用を促進する ため、 Googl e Maps 等を活用し た検索方法の周知を進め、

鉄道やバス のルート や時刻表だけでなく 、 タ ク シーのり ばなど が掲載さ れた見やすく わかり

やすい総合交通マッ プを作成し 、 情報の提供を充実さ せま す。  

・ 外国人にも 利用し やすい公共交通と する ため、 多言語に対応し た情報発信の取組を 進めま す。  

・ 市内の生活移動を 支える 地域内交流交通について、 民間事業者と 協力・ 連携し 、 活性化を 検

討し ま す。  

 

 

 

 

 ・ すべての市民が公共交通を主体と し て支える 意識や愛着を醸成する 取組みを実施する と と も

に、 公共交通の活性化に努めま す。  

 ・ 公共交通を利用し た外出につながる 取組みを実施し 、 公共交通の利用促進に努めま す。  

・ 利用者ニーズに対応し た効率的な運行に向け、 事業者や地域と 連携し 利用促進を図り ま す。  

・ 環境に配慮し た公共交通のあり 方を検討し ま す。  

 

 

 

 

 ・ 名鉄三河線については南北方向、 ふれんどバス については東西方向の広域的な移動を担う 路

線であり 、 両路線を本市の幹線公共交通と し て位置付ける と と も に、 市内の公共交通や周辺

市と 連携し ながら 路線の維持・ 活性化を図り ま す。  

 ・ ふれんど バス の活性化のため、 市内区間における 利便性向上などを検討し ま す。  

基本目標１ 
市内の移動を支える公共交通の利用環境を改善します 

基本目標２ 
関係者が連携・協働し、みんなが元気になる取組みを展開します 

基本目標３ 
人の流れに対応した広域公共交通ネットワークを維持・活性化します 
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（２）目標指標 

計画の進捗状況や、 基本目標の達成度を 評価する ため、 本計画では以下の通り の目標指標を

定めま す。  

 

 目標指標 
現況値 

[2022・2023] 

目標値 

[2028] 
データ取得方法 

基本 

目標 

１ 

①地域内交流交通の利用者数 94,664 人/年 120,000 人/年 運行データ 

②一般タクシーの利用者数 126,698 人/年 150,000 人/年 運行データ 

③くるくるバス「商業施設」 

バス停の利用者数 
25.4 人/日 32 人/日 

乗降調査 
(毎年８月実施) 

基本 

目標 

２ 

④関係者間で連携・協働して 

実施した利用促進事業の件数 
― 3 件/年 

碧南市公共交通

活性化協議会 

⑤環境に配慮した車両の導入数 

(くるくるバス) 
0 台 2 台 碧南市 

基本 

目標 

３ 

⑥名鉄三河線の利用者数 

（市内４駅） 
4,185,118 人/年 4,770,000 人/年 運行データ 

⑦ふれんどバスの利用者数 276,002 人/年※ 300,000 人/年 運行データ 

⑧「ふれんどバスが走っていること」

の認知度 
58.7％ 67％ 市民アンケート 

※⑦ふれんど バス の利用者数は 2023 年度と なっており 、 2022 年 10 月～2023 年９ 月の値 
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【現況値・目標値の算出根拠】 

  ①・ ②・ ⑥・ ⑦の目標値は、 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症流行前の 2019 年度の数値を基に設定

し ていま す。  

表 令和元年度の利用者数 

 2019 年度 

実績値 

→ 

目標値 

① 地域内交流交通（くるくるバス） 121,154 人 120,000 人 
② 一般タクシー 150,854 人 150,000 人 
⑥ 名鉄三河線 4,778,528人 4,770,000人 
⑦ ふれんどバス 304,706 人 300,000 人 

※ 一般タ ク シー・ 名鉄三河線は４ 月～３ 月の会計年度、 ふれんど バス は 10 月～９ 月のバス 年度 

 

  ③の「 商業施設」 バス 停利用者数は、 2022 年度実施の市民アンケート 調査において、 買物目

的の外出先と し て、 各地域の上位に挙げら れた９ 施設（ p. 50 参照） の最寄り バス 停を抽出

し 、 毎年８ 月に実施する 乗降調査の数値から 利用者数（ 乗車人数・ 降車人数） を算出し てい

ま す。  

目標値は①が約３ 割増である こ と から 、 ３ 割増加を目標値と し ていま す。  

※ 120, 000 人÷94, 664 人＝1. 27  25. 4 人×1. 27＝32. 3 人 

＜最寄り バス 停＞ 

オレ ンジコ ース ・ パープルコ ース …音羽町、 中山町、 鶴見町 

みどり コ ース ・ あおコ ース …………大浜陣屋広場西、 霞浦神社、 旭交番東、 久沓町、  

                山神町、 金山住宅 

 

  ④は市の公共交通担当課と 連携し て実施し た利用促進事業についてカウ ント し ま す。  

 

  ⑤は電気自動車など の車両を導入し た数をカウ ント し ま す。  

 

  ⑧は 2022 年度実施の市民アンケート 調査において認知度を調査し ており 、 ３ 人に２ 人以上の

認知度と なる よ う 設定し ま し た。  
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５）目標を達成するために実施する事業 

こ の計画の目標を 達成する ために実施する 事業について、 実施する ス ケジュ ールや実施主体に

ついて整理し ま す。  

Ａ くるくるバスの利用環境の改善 

主な内容 

市内の生活移動を支える く る く る バス について移動の利便性を高める ため、 商

業施設など の最寄り バス 停の移設をはじ めと し た、 利便性向上のためのコ ース 修

正を行いま す。  

ま た、 安心し てバス を待つこ と ができ る 環境整備や運行状況を確認でき る バス

ロ ケーショ ンシス テムの導入など を検討し ま す。  

主  体 碧南市・ 関係事業者・ 運行事業者 

【実施内容例】 

・ 商業施設など の最寄り バス 停の移設 

・ 協力施設にバス 待合施設の設置 

・ バス ロ ケーショ ンシス テムの導入検討 

・ 利用し やすく 、 安心・ 安全な運行に向けたダイ ヤの見直し  

・ く る く る バス の車両数や運行本数の適正化検討 

 

【事業事例等】 

 宗像市では、 コ ミ ュ ニティ バス 「 ふれあいバス 」 の「 く り えいと ３ 丁目」 停留所について、

近隣の商業施設への利便性を向上さ せる ため、 停留所の移設を行いま し た。  

 

 

 

 

 

 

  

図 商業施設への利便増進コミュニティバス停留所の移設 

（資料：福岡県宗像市 令和３年度 第１回宗像市地域公共交通会議 資料） 
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Ｂ 利用者目線の分かりやすい情報案内 

主な内容 

公共交通の利用者が分かり やすく 経路や乗り 換えを 検索でき る よ う 、 Googl e 

Maps 等を活用し た検索方法を周知し ま す。  

ま た、 総合交通マッ プの作成や車内放送によ る バス 停周辺施設の紹介をする な

ど、 分かり やすい情報発信に取組みま す。  

主  体 碧南市・ 運行事業者 

【実施内容例】 

・ 市内の公共交通情報を掲載し た総合交通マッ プの作成・ 配布 

・ 市内在住者及び転入者への公共交通情報の提供 

・ 多言語での公共交通の情報案内 

・ バス 車体への分かり やすいコ ース 表示方法等の検討 

・ Googl e Maps 等を活用し た運行時刻検索方法の広報・ 周知 

・ 碧南市公式 LI NE によ る く る く る バス の運行情報の PR 

・ 車内放送における バス 停周辺施設の紹介 

 

【事業事例等】 

 本市では、 経路検索アプリ をはじ め、 Googl e Maps と いった地図アプリ によ る 経路検索に対応

し ている ため、 便利な経路検索方法についての広報・ 周知を進めま す。  

 

 

 

 

 

 

 

  

図 Google Maps によるくるくるバスの経路検索結果 
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Ｃ タクシー運行の活性化 

主な内容 
市内の個別移動手段と し て位置付けたタ ク シーについて、 運転手不足など の課

題に対し て事業者と 連携を推進し ま す。  

主  体 碧南市・ 運行事業者 

【実施内容例】 

・ く る く る バス のバス 停へのタ ク シー事業者の電話番号を掲載 

・ 高齢者タ ク シー助成の拡充 

・ 障害者タ ク シー助成の継続実施 

・ 運転手に関する 就職説明会等への事業者の参加促進 

 

【事業事例等】 

 刈谷市では、 公共施設連絡バス 「 かり ま る 」 のバス ガイ ド において、 市内を 営業区域と する

タ ク シー事業者の電話番号を掲載し ていま す。  

 

 

  

図 刈谷市公共施設連絡バス「かりまる」バスガイド 

（資料：刈谷市ホームページ） 
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Ｄ 地域内交流交通を補完する交通手段の検討 

主な内容 

地域内交流交通と し て運行する く る く る バス のほかに、 バス 停ま で歩く こ と が

でき ない方などが利用でき る 補完的な交通手段について、 民間事業者と 協力・ 連

携し て検討を行い、 その検討結果を踏ま え、 地域内交流交通と し ての導入に向け

た協議・ 調整を進めま す。  

主  体 碧南市・ 運行事業者・ 関係事業者 

【実施内容例】 

 ・ 一般乗用タ ク シー等を活用し た地域に根ざし た交通の導入検討 

 

【事業事例等】 

 路線バス やコ ミ ュ ニティ バス よ り も 地域に根ざし た交通については、 全国各地で導入が進ん

でおり 、 地域によ り 様々なパタ ーンが存在し ていま す。  

 

 

  

表 各地の事例一覧 

市区町村 名称 サービス概要 対象者 料金 運行エリア

西尾市 いこまいかー

・既存空きタクシーを活用

した移動サービス

・自宅から駅やバス停まで

の距離が遠い方、通院・買

い物などの移動が難しい

方へむけたサービス

・市内在住者

（未就学児のみの利用は不可）
片道300円

原則、各小

学校区内

東郷町 デマンドタクシー

・既存空きタクシーを活用

した移動サービス

・バス停まで移動すること

が困難な人への新たな交

通手段

・65歳以上の方

・身体障害者手帳等をお持ちの方

・妊娠中～出産後6か月以内の方

片道300円 東郷町内

豊明市 チョイソコとよあけ
指定停留所で乗降する乗

合送迎サービス

・運行エリアにより対象者が変動

（65歳以上、障害者手帳所持者、

指定地域在住者など）

1回200円

①仙人塚・

間米エリア

②沓掛エリ

ア

名古屋市千種区 mobi

半径２ｋｍの生活圏内の移

動を「相乗り」、「定額料

金」、「ＡＩによる効率的な

ルート設定」により運行す

るモビリティサービス

・契約者、または家族オプション会

員

（子どもだけでの利用可）

①5,000円/月

②300円/回

家族料金・子ど

も料金あり

千種区内の

一部地域

富山県朝日町 ノッカルあさひまち

近所の方の自家用車での

お出かけに、ついでに

「乗っかる」ことができる、

助け合いの気持ちをカタ

チにしたサービス

・だれでも利用可

あさひまちバス

回数券が必要

（1人利用は3枚

(600円)）

町内各地区

と中心部を

結ぶコース

を中心に運

行
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Ｅ 利用者が元気になる取組みの展開 

主な内容 

公共交通を利用し た外出機会の増加・ 創出に向けて、 ハイ キング・ ス タ ン プラ

リ ーイ ベント の実施や、 観光モデルコ ース の作成、 市内イ ベント と 合わせた利用

促進策の実施など に取組みま す。  

ま た、 公共交通の利用促進策について、 事業者と 実施に向けた協議・ 調整を行

いま す。  

主  体 碧南市・ 運行事業者・ 関係事業者・ 地域・ 市民 

【実施内容例】 

・ 公共交通利用者への特典配布などの利用促進策の実施 

  ・ ハイ キング、 ス タ ンプラ リ ーイ ベント の実施 

・ バス 乗車体験会や運転士体験などの利用促進策の実施 

・ 公共交通を利用し て出かける 観光モデルコ ース の作成 

 

【事業事例等】 

 知立市では、 コ ミ ュ ニティ バス 「 ミ ニバス 」 の利用促進事業と し て、 ミ ニバス を 利用し たお

出かけモデルコ ース 集を 作成し ていま す。 コ ース の範囲は知立市内だけでなく 、 隣接する 刈谷

市や安城市のバス を活用する コ ース も 収録し ていま す。  

 

 

 

  

図 知立市「ミニバス de お出かけ モデルコース」 

（資料：知立市ホームページ） 
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Ｆ 公共交通が元気になる取組みの展開 

主な内容 

市民や地域の公共交通に対する 関心・ 愛着を醸成する ために乗り 方教室の実施

等に加え、 公共交通を地域で支える 取組みと し てバス 車体広告等を実施・ 継続し

ま す。  

ま た、 バス 等の車両更新の際には、 環境に配慮し た車両の導入を推進し ま す。  

主  体 碧南市・ 運行事業者・ 地域・ 市民 

【実施内容例】 

・ 公共交通の乗り 方教室の実施 

・ 公共交通をテーマにし たぬり 絵や俳句の実施・ 展示 

・ 地域企業の車体広告等のバス 運行を支える 取組みの実施 

・ 利用者や環境に配慮し た車両の更新 

・ 観光キャ ラ ク タ ーを活用し た公共交通関連グッ ズの作成 

・ 公共交通利用を啓発する パンフ レ ッ ト の作成・ 配布等のモビリ ティ ・ マネジメ ント ＊の展開 

 

【事業事例等】 

 豊明市では、 名鉄バス 知立営業所と 協力し 、 小学生を 対象と し たバス の乗り 方教室・ 安全教

室を実施し 、 バス への意識醸成や交通安全につなげていま す。  

 

 

 

 

 

 

  

図 バスの乗り方教室・安全教室のようす 

（資料：豊明市ホームページ） 

＊のついた用語は 75 ページに解説があります 
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Ｇ 名鉄三河線の維持・活性化 

主な内容 

名鉄三河線については公共交通軸に位置付け、 南北方向の広域的な移動需要に

対応する 運行サービ ス の提供を維持し ま す。  

ま た、 市内各駅周辺のパーク アン ド ラ イ ド やサイ ク ルアンド ラ イ ド ＊を 促進す

る 取組みを行いま す。  

主  体 運行事業者・ 碧南市 

【実施内容例】 

・ パーク アンド ラ イ ド 、 サイ ク ルアンド ラ イ ド の推進 

・ 市内各駅の駐車場及び駐輪場情報のホームページ掲載 

・ 駅前広場の整備によ る 利用環境の改善 

 

【事業事例等】 

 蒲郡市では、 鉄道駅周辺の駐車場・ 駐輪場の一覧（ 位置・ 利用料金等） と と も に、 Googl e 

マイ マッ プで作成し た一覧図をホームページ上に掲載し ていま す。  

 

 

 

 

 

  

図 蒲郡市 HP 駐車場・駐輪場の位置図 

（資料：蒲郡市ホームページ） 

＊のついた用語は 75 ページに解説があります 
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Ｈ ふれんどバスの維持・活性化 

主な内容 

ふれんど バス については地域間幹線と し て位置付け、 地域公共交通確保維持事

業を活用する こ と によ り 、 西尾市方面へ市域を超えた移動需要に対応する 運行サ

ービ ス の提供を確保・ 維持し ま す。  

ま た、 利便性の維持・ 向上を図る ため、 市内高校の入学式での定期券販売を継

続する と と も に、 バス 停の増移設などを検討し ま す。  

主  体 運行事業者・ 碧南市・ 西尾市・ 愛知県・ 国・ 高校 

【実施内容例】 

・ ふれんど バス 停留所の増設に向けた協議・ 調整 

・ 沿線高校の入学式における 定期券販売の継続実施 

・ 駅など における サイ ク ルアンド バス ラ イ ド ＊の推進 

 

【事業事例等】 

 名鉄バス では、 碧南高校を はじ めと する ふれんど バス 沿線の県立高等学校３ 校において、 入

学式での定期券出張発売を行い、 高校生の通学利用の促進を図っていま す。  

 

 

  

図 ふれんどバス「棚尾橋西」停留所 駐輪場 

（資料：名鉄バス） 

図 ふれんどバス 通学定期券 

＊のついた用語は 75 ページに解説があります 
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第７章 計画の達成状況の評価 

１）計画評価の基本的な考え方 

本計画で位置づけた事業は、 事業計画、 事業実施、 評価・ 検証、 改善策の検討と いっ たＰ Ｄ

Ｃ Ａ サイ ク ル＊を毎年繰り 返し 実施する こ と で、 よ り 良い公共交通の実現につなげま す。  

ま た、 実施し た事業の概要やその効果、 目標の達成状況等について、 碧南市地域公共交通活

性化協議会において共有・ 公表する こ と で改善につなげていき ま す。  

なお、 碧南市地域公共交通活性化協議会は、 事業実施や評価・ 検証の機会を 考慮し 、 必要に

応じ て適宜開催する こ と と し ま す。  

 

 

  

PLAN
事業の計画

DO
事業の実施

CHECK
事業内容や

目標達成状況の

確認・評価

ACTION
改善・反映

上期 下期

2028年度

下期 上期 下期

2024年度 2025年度 2026年度 2027年度

上期 下期 上期 下期 上期

地域公共交通

計画策定
次期地域公共

交通計画策定

次年度以降の実施事業

改善・反映

事業の実施

（利用促進等）

次年度

実施事業の計画

実施事業の進捗確認・評価

確認指標の評価・検証

必要に応じて

部分見直し

必要に応じて

部分見直し

必要に応じて

部分見直し

反映

反映

最終評価

表 計画の評価・検証のスケジュール 

＊のついた用語は 75 ページに解説があります 
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２）計画の確認指標 

各事業の進捗確認と と も に、 以下の確認指標について毎年度ま たは中間年度に評価・ 検証

し 、 計画の進捗状況を確認し ま す。  

確認指標１ 各公共交通の利用者数【毎年度】 
現況値 

[2022・2023] 

名鉄三河線 

（計 4,185,118 人） 

碧南駅 1,272,678 人 

碧南中央駅 1,467,599 人 

新川町駅 403,898 人 

北新川駅 1,040,943 人 

名鉄バス ふれんどバス 276,002 人 

くるくるバス 

（計 94,664 人） 

オレンジコース 25,135 人 

パープルコース 7,805 人 

みどりコース 31,117 人 

あおコース 30,607 人 

 タクシー 126,698 人 

 ※名鉄三河線は「乗降者数」、ふれんどバス・くるくるバスは「乗車人数」、タクシーは「輸送人員」 

※名鉄バスのみバス年度で 10 月～９月の集計（2023…2022.10～2023.9） 

※タクシーは三光陸運㈱、愛知みどり交通㈱の２社合計 

 

確認指標２  ふれんどバスの費用負担【毎年度】 
現況値 

[2022] 

① 経常経費 140,541,446 円 

② 経常収入 31,415,921 円 

③ 国・県補助金 42,762,400 円 

④ 碧南市運行補助金 15,993,000 円 

⑤ 西尾市運行補助金 50,368,000 円 

⑥ ふれんどバスの利用者一人当たりの行政負担額 
※(③＋④＋⑤)÷当該年度利用者数 

427.1 円 

※補助金等のデータに合わせ、⑥は2022 年度の利用者数（255,499 人）を用いて算出 

 

確認指標３  くるくるバスの費用負担【毎年度】 
現況値 

[2022] 

① 
運行経費総額 
※燃料費を含み、車両購入費を除く 

53,179,087 円 

② 広告料などによる収入 520,800 円 

③ 
くるくるバス利用者一人当たりの行政負担額 
※(①ー②)÷当該年度利用者数 

556.3 円 
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 ■ 用語集 

 

用語 解説 
初出 

ページ 

【あ 行】 

ＯＤ 
出発地（Origin）から到着地（Destination）へ移動する交

通量のこと。 
41 

【か 行】 

カーシェア 

登録を行った会員間で車を共同で使用するサービスのこと

です。短い時間であればレンタカーよりも安価になるよう

に設定されていることが多い。 

4 

カーボンニュートラル 

二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの（人為的な）「排

出量」から、植林、森林管理などによる（人為的な）「吸収

量」を差し引いて、合計を実質的にゼロにする、カーボン

ニュートラルを目指すこと。 

4 

【さ 行】 

サイクルアンドライド 

／サイクルアンド 

バスライド 

鉄道駅等の周辺に自転車を駐輪し、公共交通に乗り換えて

移動すること。 
70／71 

【は 行】 

パークアンドライド 
鉄道駅等の周辺に自家用車を駐車し、公共交通に乗り換え

て移動すること。 
8 

バスロケーション 

システム 

バスの現在地や遅れ情報、バス停の到着予想時刻等の提供

を行うシステムのこと。 
46 

ＰＤＣＡサイクル 

Plan（計画）・Do（実行）・Check（評価）・Action（改善）

を繰り返すことによって、生産管理や品質管理などの管理

業務を継続的に改善していく手法のこと。 

73 

福祉有償運送 
市町村や非営利団体が実施している自家用自動車を使った

個別輸送サービスのこと。 
16 

碧海５市 碧南市、刈谷市、安城市、高浜市、知立市の５市のこと。 48 

【ま 行】 

ＭａａＳ 

“Mobility as a Service”の略（読み：マース） 

出発地から目的地までの移動に対し、さまざまな移動手

段・サービスを組み合わせて、ひとつの移動サービスとし

て捉える考え方のこと。 

46 

モビリティ・ 

マネジメント 

一人ひとりの移動（モビリティ）が社会的にも、個人的に

も望ましい方向（過度な自動車の利用から、公共交通を適

切に利用する等）に変化することを促すための、コミュニ

ケーションを中心とした交通政策のこと。 

69 
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碧南市地域公共交通計画【概要版】 

 

 

公共交通での移動は自家用車での移動と比較して健康的であると同時に、自家用車通行台数の抑制による温室効

果ガスの削減にもなります。このように、公共交通の運行はまちのあらゆる分野へ効果を生み出すことが知られて

おり、本市においては公共交通を確保・維持していく必要性があると考えています。 

碧南市の人口は近年横ばい傾向にありますが、将来的には減少に転ずることが予測されるとともに、65 歳以上の

高齢化率及び高齢者数はともに増加傾向にあるため、高齢者の移動需要に対応した公共交通サービスがより一層求

められることが予測されます。また、碧南市人口ビジョンでは、しごとづくり・子育て環境づくり・地域づくりな

ど、他分野や多様な主体との連携を図ることで将来的にも人口維持をめざしているため、高齢者に限定せず、子育

て世代も利用しやすく、元気あふれる本市のまちづくりと連携した持続可能な公共交通体系を構築するため、碧南

市地域公共交通計画を策定します。 

 

 
 
 

本計画の対象地域は碧南市全域とし、計画期間は2024 年度～2028 年度とします。 

なお、周辺市町との公共交通相互の連携等にあたっては、個別に協議・調整を図ることとします。 

 

 

 

 

 

計画策定の背景と目的 １ 

計画の対象地域と計画期間 ２ 

集約課題① 
増加する高齢者をはじめ、幅広い世代が 

利用しやすく分かりやすい 

市内公共交通サービスの提供 

集約課題② 

集約課題③ 
碧海５市及び西尾市・名古屋市等の 

広域的な移動ニーズに対応した 

公共交通の維持・活性化 

基本目標１ 
市内の移動を支える 

公共交通の利用環境を 

改善します 

基本目標２ 
関係者が連携・協働し、 

みんなが元気になる 

取組みを展開します 

基本目標３ 
人の流れに対応した 

広域公共交通ネットワークを 

維持・活性化します 

▼基本目標 ▼集約課題 

地域公共交通の基本的な方針 ３ 

＜地域公共交通の基本的な方針＞ 

みんなが使う公共交通で支える 活気あるまち へきなん 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

地域公共交通の役割と位置付け ４ 

▼地域公共交通の将来ネットワークイメージ 
▼地域公共交通の役割と位置付け 

公共交通軸 

該当路線 名鉄三河線 

役割 

  通勤・通学を主体としつ

つ、買物や観光など様々な

移動目的に対応する路線 

  広域的な移動需要に対応する 

地域間幹線 

該当路線 ふれんどバス 

役割 

  碧南高校をはじめとした沿

線に立地する高校への通学

を主体としつつ、通勤や買

物など様々な移動目的に対

応する路線 

  鉄道駅や本市中心部などの

交通結節点において、他の

移動手段と連絡する 

  

該当路線 くるくるバス 

役割 

  買物や通院目的を主体とし

た移動目的に対応する路線 

  利用可能な範囲で通勤・通学

目的での利用にも対応する 

  市内の生活移動に対応する 

連携路線 

該当路線 

あんくるバス 

六万石くるりんバス 

いきいき号 

役割 
  本市と周辺市を結ぶ路線 

  本市内の公共交通と連携する 

個別輸送 

該当路線 一般タクシー 

役割 
  上記の公共交通では時空間

的に対応できないニーズに

対応 

 

地域内交流路線 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

目標指標と実施事業 ５ 

基本目標１ 
市内の移動を支える公共交通の利用環境を改善します 

  くるくるバスについては、利用特性に合った見直しを実施し、利便性の向上を図ります。 

  名鉄電車やふれんどバスについては、乗継環境の改善に向け、調査・研究を行います。 

  タクシーについては、事業者と連携し、事業運営の維持及び利便性の向上につながる施策を検討します。 

  複合的な公共交通の利用を促進するため、総合交通マップを作成し、情報の提供を充実させます。 

  外国人にも利用しやすい公共交通とするため、多言語に対応した情報発信の取組みを進めます。 

  市内の生活移動を支える地域内交流交通について、民間事業者と協力・連携し、活性化を検討します。 

〔目標指標〕 

① 地域内交流交通の利用者数 

〔2022 年度〕 

94,664 人/年 ＞＞ 
〔2028 年度〕 

120,000 人/年 

② 一般タクシーの利用者数 

〔2022 年度〕 

126,698 人/年 ＞＞ 
〔2028 年度〕 

150,000 人/年 

③ くるくるバス「商業施設」バス停の利用者数 

〔2022 年度〕 

25.4 人/日 ＞＞ 
〔2028 年度〕 

32人/日 

 

〔実施事業と主な内容〕 

Ａ くるくるバスの利用環境の改善 

 商業施設などの最寄りバス停の移設をはじめとした、利便

性向上のためのコース修正を行います。 

Ｂ 利用者目線の分かりやすい情報案内 

 総合交通マップの作成や車内放送によるバス停周辺施設

の紹介をするなど、分かりやすい情報発信に取組みます。 

Ｃ タクシー運行の活性化 

 市内の個別移動手段として位置付けたタクシーについて、

運転手不足などの課題に対して事業者と連携を推進します。 

Ｄ 地域内交流交通を補完する交通手段の検討 

 補完的な交通手段について、民間事業者と協力・連携して

検討を行い、導入に向けた協議・調整を進めます。 

 

基本目標２ 
関係者が連携・協働し、みんなが元気になる取組みを展開します 

  すべての市民が公共交通を主体として支える意識や愛着を醸成する取組みを実施し、公共交通の活性化に努めます。 

  公共交通を利用した外出につながる取組みを実施し、公共交通の利用促進に努めます。 

  利用者ニーズに対応した効率的な運行に向け、事業者や地域と連携し利用促進を図ります。 

  環境に配慮した公共交通のあり方を検討します。 

〔目標指標〕 

④ 関係者間で連携・協働して実施した 

  利用促進事業の件数 

〔2022 年度〕 

― ＞＞ 
〔2028 年度〕 

３件/年 

⑤ 環境の配慮した車両の導入数 

  (くるくるバス) 

〔2022 年度〕 

０台 
＞＞ 

〔2028 年度〕 

２台 

 

〔実施事業と主な内容〕 

Ｅ 利用者が元気になる取組みの展開 

 公共交通を利用した外出機会の増加・創出に向けて、観光

モデルコースの作成や、市内イベントと合わせた利用促進策

の実施などに取組みます。 

Ｆ 公共交通が元気になる取組みの展開 

 市民や地域の公共交通に対する関心・愛着を醸成するため

に乗り方教室等を実施します。また、バス等の車両更新の際

には、環境に配慮した車両の導入を推進します。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本目標３ 
人の流れに対応した広域公共交通ネットワークを維持・活性化します 

  名鉄三河線については、市内の公共交通や周辺市と連携しながら路線の維持・活性化を図ります。 

  ふれんどバスの活性化のため、市内区間における利便性向上などを検討します。 

〔目標指標〕 

⑥ 名鉄三河線の利用者数（市内４駅） 

〔2022 年度〕 

4,185,118 人/年 
＞＞ 

〔2028 年度〕 

4,770,000 人/年 

⑦ ふれんどバスの利用者数 

〔2023 年度〕 

276,002 人/年 
＞＞ 

〔2028 年度〕 

300,000人/年 

⑧ 「ふれんどバスが走っていること」の認知度 

〔2022 年度〕 

58.7％ 
＞＞ 

〔2028 年度〕 

67％ 

 

〔実施事業と主な内容〕 

Ｇ 名鉄三河線の維持・活性化 

 市内各駅周辺のパークアンドライドやサイクルアンドラ

イド＊を促進する取組みを行います。 

Ｈ ふれんどバスの維持・活性化 

 利便性の維持・向上を図るため、市内高校の入学式での定

期券販売を継続するとともに、バス停の増移設などを検討し

ます。 
※鉄道駅等の周辺に自家用車や自転車を駐車・駐輪し、公共交通に乗り換えて移動すること。 

計画評価の基本的な考え方 ６ 

  本計画で位置づけた事業は、事業計画、事業実施、評価・検証、改善策の検討といったＰＤＣＡサイクル※を毎年

繰り返し実施することで、より良い公共交通の実現につなげます。 

また、実施した事業の概要やその効果、目標の達成状況等について、碧南市地域公共交通活性化協議会において

共有・公表することで改善につなげていきます。 

なお、碧南市地域公共交通活性化協議会は、事業実施や評価・検証の機会を考慮し、必要に応じて適宜開催するこ

ととします。 

PLAN
事業の計画

DO
事業の実施

CHECK
事業内容や

目標達成状況の

確認・評価

ACTION
改善・反映

上期 下期

2028年度

下期 上期 下期

2024年度 2025年度 2026年度 2027年度

上期 下期 上期 下期 上期

地域公共交通

計画策定
次期地域公共

交通計画策定

次年度以降の実施事業

改善・反映

事業の実施

（利用促進等）

次年度

実施事業の計画

実施事業の進捗確認・評価

確認指標の評価・検証

必要に応じて

部分見直し

必要に応じて

部分見直し

必要に応じて

部分見直し

反映

反映

最終評価

※Plan（計画）・Do（実行）・Check（評価）・Action（改善）を繰り返すことによって、生産管理や品質管理などの管理業務を継続的に改善していく手法のこと。 

▼計画の評価・検証のスケジュール 



パブリックコメントの結果について 

碧南市地域公共交通計画に対するご意見と市の考え方 

 

提出人数６名、提出件数５１件 

提出された意見等は、その趣旨を損なわないように要約したり、同様の意見はまと

めさせていただいくこととしております。また、賛否の結論だけを示した意見や計画

案の内容と直接関係がない意見・質問等については、市の考えは示さないこととして

おります。 

※()内の数字は件数を示しております。 

No. ご意見 市の考え方 

１ 

(8) 

１時間ごとにくるくるバスが運行

するように、拡充・増便をしてほ

しい。 

目標を達成するために実施する事業①

（計画案 64 ページ）の実施内容例「く

るくるバスの車両数や運行本数の適正化

検討」に関連したご意見として参考にさ

せていただきます。 

２ 

(3) 

１時間コースをつくり、市民病

院、市役所などで乗り換えするよ

うにしてほしい。 

目標を達成するために実施する事業①

（計画案 64 ページ）の実施内容例「く

るくるバスの車両数や運行本数の適正化

検討」に関連したご意見として参考にさ

せていただきます。 

なお、現在も、市民病院、市役所へはく

るくるバスの全てのコースが乗り入れし

ており、乗り換えが可能となっておりま

す。 

３ 

(3) 

昼間の休憩時間をなくすため、運

転手を増やして交代制にしてほし

い。 

目標を達成するために実施する事業①

（計画案 64 ページ）の実施内容例「く

るくるバスの車両数や運行本数の適正化

検討」に関連したご意見として参考にさ

せていただきます。 

４ 

(3) 

４０歳５０歳の運転手を採用する

ために、運転手の給与処遇の改善

をしてほしい。 

（運転手の給与処遇に関しては市が回答

する立場にないため、回答できません） 

５ 

(3) 

３年ごとの指定管理では安心し責

任をもって業務に専念できないた

め、市直営にして専門性を高めて

ほしい。 

市に運行に関する専門性はございませ

ん。専門の事業者であるバス事業者に運

行業務に関する長期継続契約（３年間）

を行うことで、安心安全な運行を確保し



てまいります。 

６ 

(3) 

歩道の低木帯を削り、バス停に椅

子を置いてほしい。 

目標を達成するために実施する事業①

（計画案 64 ページ）に関連したご意見

として参考にさせていただきます。 

７ 

(3) 

低床バス、電気バスについて、２

０２６年といわず、早期導入して

ほしい。 

バス車両は、使用年数や走行距離の条件

を設けて老朽化した車両を更新すること

としております。 

現在は、現行車両と同サイズ、座席数の

低床バスや電気バスが市場に流通してお

りませんが、目標を達成するために実施

する事業⑥（計画案 69ページ）の実施

内容例「利用者や環境に配慮した車両の

更新」に関連したご意見として参考にさ

せていただきます。 

８ 

(3) 

ゼロカーボンシティを標ぼうとす

るなら、通勤通学にも利用できる

くるくるバスにしてほしい。 

碧南市における地域公共交通の役割と位

置付け（計画案 60 ページ）にあるとお

り、各公共交通が役割を担い連携するこ

とでカーボンニュートラルの実現に向け

た公共交通における取組みと認識してお

ります。 

通勤通学の利用に関しては、登校は一定

の時間帯となることが想定されますが、

下校時となりますと日によって終業時間

が異なるなど、個々のニーズに対応する

ことは難しいと考えます。 

通勤に関しても同様です。 

９ 

(3) 

導入車両の座席は、汚れない材質

にしてほしい。 

目標を達成するために実施する事業⑥

（計画案 69 ページ）の実施内容例「利

用者や環境に配慮した車両の更新」に関

連したご意見として参考にさせていただ

きます。 

１０ 

(3) 

近くの公共施設や病院、商店の車

内アナウンスを行ってほしい。 

目標を達成するために実施する事業②

（計画案 65 ページ）の実施内容例「車

内放送におけるバス停周辺施設の紹介」

に関連したご意見として参考にさせてい

ただきます。 



１１ 

(3) 

公共で作るすべての案内物に、く

るくるバスのバス停名をつけてほ

しい。 

目標を達成するために実施する事業②

（計画書 65 ページ）の実施内容例「市

内の公共交通情報を掲載した総合交通マ

ップの作成・配布」に関連したご意見と

して参考にさせていただきます。 

１２ 

(3) 

バス拡充のため、小学校区ごとの

利用者要望調査を行ってほしい。 

本計画策定にあたり、令和 4 年度に 16

歳以上の市民 2,000 名を対象とした「市

民アンケート調査」を行いました。設問

の一つとして「お住まいの地区」を設け

ており、調査分析の基礎資料としまし

た。 

１３ 

(1) 

交通弱者や自動車運転免許証を返

納した方が、病院や買い物にいけ

るようにしてほしい。 

目標を達成するために実施する事業①

（計画案 64 ページ）の実施内容例「商

業施設などの最寄りバス停の移設」に関

連したご意見として参考にさせていただ

きます。 

１４ 

(2) 

安城市や西尾市への乗り継ぎに係

る待ち時間が長く不便なので改善

してほしい。 

碧南市における地域公共交通の役割と位

置付け（計画案 60 ページ）にあるとお

り、利用状況や移動ニーズを確認し、必

要に応じて、近隣市との連携・調整を図

ってまいります。 

１５ 

(1) 

計画期間について、「以後５年ご

とに見直しを行う」としてほし

い。 

地域公共交通計画は「地域公共交通計画

等の作成と運用の手引き(第４版)」によ

って原則５年の計画期間とされており、

これに則り本計画の計画期間を定め、

2028 年度末に「次期地域公共交通計画策

定」と明記しています（計画案 73ペー

ジ）。 

１６ 

(1) 

「南海トラフ地震」「伊勢湾台風

級の台風」等の災害時対応を追記

してほしい。バスが避難所間の連

絡・移動の役割を担うことも考え

られると思う。 

災害時の交通に関する対応については碧

南市地域防災計画に「安全を確保するた

め、必要な措置を講ずる」と記載してお

ります。災害時のバスの活用方法につき

ましては、ご意見として参考にさせてい

ただきます。 

１７ 

(1) 

タクシーの運転手不足があるた

め、市が運転手養成に対して、一

目標を達成するために実施する事業③

（計画案 66 ページ）の実施内容例「運



定の条件で助成してほしい。 転手に関する就職説明会等への事業者の

参加促進」に関連したご意見として参考

にさせていただきます。 

１８ 

(1) 

市民病院の立地を考えると、バス

の本数増が必要だと思う。また、

病人のためにも「低床式」のバス

を導入してほしい。 

目標を達成するために実施する事業①

（計画案 64 ページ）の実施内容例「く

るくるバスの車両数や運行本数の適正化

検討」に関連した取組みとしたご意見及

び、目標を達成するために実施する事業

⑥（計画案 69 ページ）の実施内容例

「利用者や環境に配慮した車両の更新」

に関連したご意見として参考にさせてい

ただきます。 

１９ 

(1) 

GooleMaps を利用した情報案内は

老眼が進行する高齢者には少し厳

しい。 

目標を達成するために実施する事業②

（計画案 65 ページ）の実施内容例「市

内の公共交通情報を掲載した総合交通マ

ップの作成・配布」にあるとおり、利用

者に合わせて紙媒体の総合交通マップも

作成してまいります。 

２０ 

(1) 

パープルコースのくるくるバスに

子供たちが描いた作品がありほほ

えましい。本人だけでなく、保護

者にもバスへの関心を持ってもら

うように、定期的に募集してほし

い。 

目標を達成するために実施する事業⑥

（計画案 69 ページ）の実施内容例「公

共交通をテーマにしたぬり絵や俳句の実

施・展示」に関連したご意見として参考

にさせていただきます。 

２１ 

(1) 

福祉タクシー料金助成及び高齢者

タクシー料金助成について、１回

７００円、月に２回では、病院受

診や外出には不十分のため、もっ

と増やしてほしい。 

目標を達成するために実施する事業③

（計画案 66 ページ）の実施内容例「高

齢者タクシー助成の拡充」に関連したご

意見として参考にさせていただきます。 

 



資料２ 

令和５年度碧南市地域公共交通活性化協議会収支決算（見込み） 

収入の部 

科 目 予算額 決算額 増減額 摘要 

負担金 1,550,621 1,550,621 0 碧南市負担金 

雑収入 0 15 15 預金利息 

繰越金 1,985,715 1,985,715 0 前年度繰越金 

合 計 3,536,336 3,536,351 15  

 

支出の部 

科 目 予算額 決算額 増減額 摘要 

１ 会議費 346,336 206,594 ▲139,742  

(1)報償費 340,000 202,500 ▲137,500 委員謝礼 

(2)会議賄 6,336 4,094 ▲ 2,242  

２ 事業費 3,190,000 3,190,000 0  

(1)委託費 3,190,000 3,190,000 0 策定委託費 3,190,000 

合 計 3,536,336 3,396,594 ▲139,742  

 

 

収入総額 3,536,351 

支出総額 3,396,594 

戻入金額 139,757 

 




